
まちの総合情報誌
KUMIYAMA TOWN PUBLIC RELATIONS

元気な声、届いたよ　生活発表会
　2月6日、町内の幼稚園で生活発表会が行われました。こ
の発表会は、子どもたちが幼稚園での生活や遊びを通して、
成長した姿を見てもらう場として開催しています。佐山幼稚
園（写真）では、子どもたちが合奏や劇遊びなどを発表。参観
するお父さんやお母さんに日頃の練習の成果を見てもらおう
と、歌やセリフを元気な声で演じていました。

主な内容
■まちづくりディスカッション in くみやま… … ②
■のどかな景観のぞみ 2,200 人快走……………… ④
■聴いてください、私たちの考え・意見……… ⑥
■４月から介護保険制度が変わります………… ⑩

■インフォメーション…………………………… ⑫
■保健予防のコーナー…………………………… ⑱
■みんなの広場…………………………………… ⑳
■剪定枝チップ化物の無料配布………………… ㉒
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ま
ち
づ
く
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
in
く
み
や
ま

住
民
に
よ
る
多
彩
な
提
言

▲1 班▲

2 班

　

１
月
31
日
、
住
民
参
加
に
よ
る
討
議
会
「
ま
ち
づ
く
り

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
in
く
み
や
ま
」
が
役
場
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
活
発
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

住
民
討
議
会
は
、
18
歳
以
上
の
住
民
１,
０
０
０
人
を
無
作
為

抽
出
し
、
参
加
承
諾
者
の
中
か
ら
20
人
を
選
出
（
当
日
参
加
者
は

19
人
）。
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、意

見
を
集
約
し
て
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　

各
種
の
審
議
会
や
懇
談
会
な
ど
で
は
、
行
政
か
ら
出
席
依
頼
し

た
委
員
や
役
員
な
ど
、
決
ま
っ
た
顔
ぶ
れ
が
多
く
な
る
の
に
対

し
、
住
民
討
議
会
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
主
婦
な
ど
、
日
ご
ろ
意

見
を
表
明
す
る
機
会
が
少
な
い
人
た
ち
の
考
え
を
お
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
に
続
い
て
2
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、「
久
御
山

町
を
安
心
・
安
全
な
ま
ち
に
す
る
た
め
に
」
が
テ
ー
マ
。
19
人
の

参
加
者
は
4
班
に
分
か
れ
て
、
自
己
紹
介
の
後
、
進
行
役
、
記
録

係
、
発
表
者
の
役
割
を
決
め
て
討
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
身
の
ま
わ
り
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、心
配
な
こ
と
」
に

つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
、「
身
の
ま
わ
り

で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
」、「
住
民
と
行
政
と
の
協
働
で
出
来
る

備
え
」
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、
最
後
に
班
ご
と
に
提
言
と
し

て
ま
と
め
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
」
目
指
し
て
活
発
な
討
議　

子
育
て
や
老
後
、
交
通
な
ど
様
々
な
安
心
・
安
全
に
関
わ
る

意
見
が
出
ま
し
た
が
、
そ
の
施
策
を
す
る
た
め
に
は
財
源
が
必

要
と
い
う
観
点
か
ら
、
次
の
よ
う
な
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

財
源
を
生
み
出
す
た
め
、
一
般
企
業
に
働
き
か
け
フ
ァ
ン
ド

を
創
設
。
利
益
を
出
資
者
に
還
元
し
、
そ
れ
を
財
源
と
し
て
、

▽
ク
ロ
ス
ピ
ア
周
辺
の
空
い
て
い
る
土
地
に
宿
泊
施
設
等
を
建

設
▽
交
通
を
発
展
さ
せ
て
人
が
集
ま
る
地
域
を
作
る
▽
の
っ
て

こ
バ
ス
の
ル
ー
ト
を
見
直
す
▽
若
者
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
若

い
人
が
嫌
う
住
所
表
記
「
久
世
郡
」
を
と
る
、
な
ど
の
町
お
こ

し
を
す
る
。

　

ま
た
、
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
住
民
に
丁
寧
に
説
明
す
る
こ

と
で
、
積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
促
す
。
ご
み
が
道
な
ど

に
落
ち
て
い
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
環
境
整
備
を
図
る
こ

と
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
に
参
加
し
て
孤
立
を
防
ぐ
こ
と

が
大
事
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
1
班
の
提
言

安
心
・
安
全
な
ま
ち
は
財
源
確
保
か
ら
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▲3 班▲

4 班

　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
住
民
の
声
を
聴
き
町

に
届
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
連
絡
会
を
組
織
す
る
こ

と
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
命
や
暮
ら
し
、
健
康
を
テ
ー
マ
に
討
論
し
た
結
果
、
住
民

の
生
の
声
を
町
に
届
け
る
こ
と
、
町
が
住
民
の
生
の
声
を
受
け

止
め
て
解
決
す
る
こ
と
が
全
て
の
問
題
に
対
し
て
、
安
心
・
安

全
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

職
員
が
直
接
出
向
い
て
住
民
の
声
を
集
め
る
こ
と
は
難
し
い
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組
織
す
る
こ
と
で
声
を
町
に
届
け
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　

他
に
も
、
何
か
あ
っ
た
時
に
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良
い
か
分

か
る
よ
う
に
、
情
報
発
信
を
丁
寧
に
す
る
必
要
が
あ
る
、
と

い
っ
た
意
見
や
、
生
の
声
を
聴
く
場
の
継
続
的
な
実
施
、
地
域

に
行
っ
て
生
の
声
を
聴
く
機
会
を
作
る
こ
と
、
な
ど
が
提
言
さ

　

自
治
会
活
動
や
防
災
、
交
通
に
関
し
て
の
提
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
自
治
会
活
動
で
は
、
地
域
で
の
見
守
り
活
動
や
自
治

会
単
位
の
高
齢
者
連
絡
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
。
そ
の
た
め
に
は

住
民
に
自
治
会
に
加
入
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
な
の
で
、
条

例
で
自
治
会
加
入
を
義
務
化
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
訓
練
に
つ
い
て
、
実
際
の
避
難
経
路
や
方
法
に
ど
ん
な

問
題
が
あ
る
の
か
を
課
題
に
あ
げ
た
訓
練
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
避
難
時
に
事
務
所
を
開
放
し
て
も
ら
え
る
企
業
を

募
集
す
る
な
ど
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
交
通
で
は
、
夜
間
照
明
が
無
く
て
暗
い
バ
ス
停
に

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
と
照
明
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
防
犯
に
つ
な

が
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
2
班
の
提
言

■
3
班
の
提
言

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
の
組
織
化
を

自
治
会
で
高
齢
者
連
絡
シ
ー
ト
を

れ
ま
し
た
。

　

現
行
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
や
交
流
行
事
の
推
進
に

つ
い
て
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
避
難
経
路
や
危
険
個
所
の
記
載
が
あ

る
が
、
耐
震
構
造
に
な
っ
て
い
な
い
危
険
な
建
物
や
深
い
側
溝

な
ど
の
情
報
を
見
直
す
こ
と
で
、
実
際
に
避
難
す
る
時
に
非
常

に
参
考
に
な
る
。
現
行
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
よ
う
な
紙
面
上

の
避
難
経
路
だ
け
で
な
く
、
地
域
ご
と
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
若
い
人
が
参
加
し
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
イ
ベ

ン
ト
を
継
続
的
に
開
催
し
、
人
を
集
め
て
啓
発
活
動
を
し
て
は

ど
う
か
。
人
が
交
流
す
る
こ
と
で
情
報
交
換
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
防
犯
意
識
を
高
め
る
た
め
に
チ
ラ
シ
の
配
布
や
災

害
発
生
時
の
避
難
場
所
に
お
け
る
支
援
受
入
体
制
の
向
上
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

▽
参
加
者
に
感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。19
人
中
18
人
か
ら「
良

か
っ
た
」
と
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
意
見
と
し
て
、

・・・・・・・
色
々
な
視
点
で
の
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。

普
段
交
流
が
無
い
人
と
交
流
で
き
て
良
か
っ
た
。

色
々
な
意
見
を
聞
き
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
の
参
考
に
し
た

い
。

意
見
を
一
つ
で
も
町
政
に
活
か
し
て
ほ
し
い
。

思
う
こ
と
を
言
葉
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
ほ
し
い
。

参
加
者
の
年
齢
が
偏
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▽
「
自
由
意
見
」
か
ら
、

■
4
班
の
提
言

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を

★
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第
25
回「
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
」が
、
1
月
25

日
、
町
役
場
を
発
着
点
に
木
津
川
右
岸
堤
防
な

ど
を
コ
ー
ス
に
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
参
加
し

た
２
２
０
０
人
が
の
ど
か
な
木
津
川
の
流
れ
を

の
ぞ
み
な
が
ら
久
御
山
路
を
快
走
し
ま
し
た
。

▲木津川堤防を快走するランナー

▲笑顔でゴール（ファミリーペアの部）

▲堤防からも暖かい声援が

▲

晴れやかに選手宣誓

の
ど
か
な
景
観
の
ぞ
み
、２
２
０
０
人
快
走

●
第
25
回「
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
」

▲沿道からの熱い声援受けて

▲選手たちに温かいぶた汁サービス

　

大
会
に
は
、
町
内
は
も
ち
ろ
ん
近
隣
市
町

を
は
じ
め
、
遠
く
は
茨
城
県
や
鹿
児
島
県
の

ラ
ン
ナ
ー
を
迎
え
る
な
ど
、
日
本
各
地
か
ら

の
マ
ラ
ソ
ン
愛
好
家
も
目
立
ち
ま
し
た
。

　

町
制
60
周
年
の
記
念
大
会
と
な
っ
た
今
年

の
大
会
で
は
、
初
め
て
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を

実
施
。
１
０
３
５
人
が
出
場
し
て
健
脚
を
競

い
合
い
ま
し
た
。ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、

全
日
本
大
学
駅
伝
な
ど
で
活
躍
す
る
谷
本
旭

洋
さ
ん(

久
御
山
町
島
田
、大
阪
経
済
大
学)

が
軽
快
な
走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

午
前
9
時
30
分
か
ら
始
ま
っ
た
開
会
式

で
、
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
実
施
委
員
会
会
長

の
信
貴
康
孝
町
長
は
「
町
の
自
然
景
観
を
楽

し
み
な
が
ら
、
沿
道
の
声
援
に
応
え
、
自
己

ベ
ス
ト
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
最
も
遠
方
の
出
場
者
と
、
最
高

齢
の
93
歳
男
性
（
兵
庫
県
）、80
歳
女
性
（
京

都
市
）
な
ど
に
、
久
御
山
町
の
京
野
菜
詰
め

合
わ
せ
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
宣
誓
で
は
、
久
御
山
中
学
校
3
年
の

斎
間
菜
緒
さ
ん
（
佐
山
）
が
「
今
生
き
て
い

る
こ
と
の
喜
び
を
胸
に
、
夢
、
勇
気
、
感
動
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▲準備体操をして体をほぐす選手たち

くみやま
フォトグラフ

▲初めて開催したハーフマラソンには1,035人が参加▲ドリンクコーナーで中学生もボランティア

▲受付でボランティアから参加者にゼッケンを

▲「めいすい君」が選挙啓発で参加

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
精
い
っ
ぱ
い
最
後
ま

で
走
り
切
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
、
晴
れ

や
か
に
宣
言
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
午
前
10
時
30
分
の
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
を
皮
切
り
に
、
3
㌔
、
1.

5
㌔
、
5

㌔
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
が
順
次
ス
タ
ー
ト
。

ラ
ン
ナ
ー
は
沿
道
か
ら
の
「
頑
張
っ
て
ー
」

と
の
温
か
い
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
爽
快
に

久
御
山
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
設
営
さ
れ
た
テ
ン
ト
で
は
、
く

み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
名
物
、
地
元
野
菜
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
「
ぶ
た
汁
」
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
、
走
り
終
え
た
ラ
ン
ナ
ー
は
、
温
か
い
お

も
て
な
し
で
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

　

毎
回
こ
の
大
会
は
大
会
役
員
を
は
じ
め
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
も
約
３
５
０
人
が
、
前
日
準
備
や

当
日
の
大
会
運
営
、
会
場
整
理
な
ど
で
参
加

し
、大
会
成
功
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　種目別の 1 位と町内の 6 位以上
入賞者は次の皆さんです。（敬称略）

【1.5㌔ファミリーペア】松原岳
生・徹郎（精華町）5 分 22 秒【3
㌔】▽小学生男子 髙村響（京都
市）10 分 17 秒▽同女子 岸部蓮
希（京都市）10 分 40 秒▽中学
生男子 岩嵜友也（京田辺市）9 分
15 秒▽同女子 溝口七海（京都市）
10 分 8 秒　【5㌔】▽中・高生男
子 大森樹（八幡市）15 分 13 秒
▽同女子 池沢樹（宇治市）18 分
46 秒▽一般男子 18 ～ 49 歳 森
田祥平（和泉市）15 分 54 秒▽同
50 歳以上 山元昌彦（草津市 )18
分 27 秒▽一般女子 18 ～ 49 歳 
中村可南子（枚方市）18 分 19 秒
▽同 50 歳以上 大小田ふみ子（京
都市）21 分 32 秒【ハーフ】▽高
校生男子 松浦智哉（京都市 )1 時
間 13 分 53 秒▽同女子 中村美月

（宇治市）1 時間 34 分 57 秒▽一
般男子 18 ～ 29 歳 木村友哉（城
陽市 )1 時間 14 分 17 秒▽同 30
歳代 橋本猛志（京都市）1 時間
14 分 8 秒▽同 40 歳代 前川達哉

（宇治市）1 時間 19 分 48 秒▽同
50 歳代 古野修（京都市）1 時間
20分55秒▽同60歳以上 松本一
之（亀岡市）1 時間 31 分 20 秒
▽一般女子 18 ～ 29 歳 水元みの
り（枚方市）1 時間 20 分 22 秒▽
同 30 歳代 原由香里（長岡京市）
1 時間 43 分 17 秒▽同 40 歳代　
川中真里（京都市）1 時間 30 分
7 秒▽同 50 歳代 脇野満寿美（京
都市）1 時間 42 分 25 秒▽同 60
歳以上　佐柄夏枝（大阪市）1 時
間 55 分 21 秒
★久御山町の上位入賞者

【ハーフ】▽一般男子 18 ～ 29 歳
4 位 谷本雄大 1 時間 20 分 16 秒
▽一般女子 60 歳以上 4 位 西野陽
子 2 時間 4 分 28 秒　▽ゲストラ
ンナー1位　谷本旭洋1時間11分
36 秒

成　績
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青発主
少表張
年会
の

聴
い
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
の
考
え
・
意
見

　

第
34
回
久
御
山
町
青
少
年
の
主
張
発
表
会
が
、
1
月
17
日
、
ふ
れ
あ
い
交
流
館
ゆ
う
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
小
・
中
学
校
、
高
校
か
ら
12
人
が
、
日
頃
感
じ
て
い
る
こ

と
や
考
え
を
発
表
。
会
場
に
は
応
援
す
る
家
族
や
学
校
の
先
生
ら
が
多
数
詰
め
掛
け
、
青
少

年
の
主
張
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
12
人
の
発
表
を
お
届
け
し
ま
す
。

各
発
表
者
の
内
容
は
、
原
文
か
ら
部
分
的
に
抜
粋
・
要
約
し
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　僕がスポーツから学
んだことは、チームワー
クの大切さと礼儀です。
　昨年、町の駅伝大会
に出場し、1本のタスキ
をゴールまでつなげるた
めにクラスの仲間を信じ
て走りました。とても苦
しくなりましたが、チー
ムやクラスメイトからの
「頑張れ！」という言葉
で、苦しい時でも足が動
きました。その時も「チ
ームメイトはとても大切
だ」と実感しました。
　僕は人に挨拶すること
がとても苦手でした。しか
し、久御山バイソンズに入
部してから監督やコーチ
に礼儀正しく挨拶するよ
う心掛けてきました。す
るとサッカーの時以外で
も自然に挨拶できるよう
になりました。今では登
校すると先生に大きな声
で笑顔で挨拶しています。
先生から「学校で一番さ
わやかに挨拶するなあ」
と言ってもらえます。
　学校のクラスは、一つ
のチームです。だからチ
ームワークの大切さや礼
儀の大切さは学ぶことが
できると思います。僕も
もっと、大切にしていき
たいと思っています。

　世界には、食糧不足で
困っている国がたくさん
あります。世界中で4秒
に1人が食べるものがな
くて死んでいっているの
です。私はこの事実を知
り、本当に驚きました。
　さらに驚いたことは、
日本はたくさんの食糧を
援助している一方、国内
では年間に約 2,169 万
㌧もの食糧を食べずに捨
てているのです。
　私たちが普段の生活の
中で、食べることに困る
ことはほとんどありませ
ん。それどころか、好き
嫌いを言って食べ物を残
したり、捨てたりしてし
まっています。
　私は、これから少しで
も食べ物を残さないよう
にします。それが日本だ
けでなく、世界の食糧問
題を解決するために、今
私にできることだと思う
からです。
　今、この瞬間にも世界
のどこかで食べものがな
く困っている人たちがい
ます。食糧を無駄に買い
過ぎたり、簡単に捨てて
しまったりすることがな
いよう、一人でも多くの
人に心掛けてほしいと思
います。

御
牧
小
学
校
６
年

翁
長　

純
菜
さ
ん

佐
山
小
学
校
６
年

稲
村　

太
希
さ
ん

今
、
私
に
で
き
る
こ
と

ス
ポ
ー
ツ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
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青少年の主張発表会

　インターネットの中で
知り合った世界の人々と
のつながりは、本当の意
味でつながっていると言
えるのでしょうか。実際
にはつながっていないと
思います。僕は世界中の
人々と直接会ってつなが
りを感じたいと思います。
　色々な国を訪れて、そ
の国の人たちと交流し、
知らない世界を知ってみ
たいです。
　日本では考えられない
ようなことや、今まで知
らなかったことがたくさ
んあると思います。そう
いった色々な国の人たち
のことを知ることが、本
当のつながりになってい
くのだと思います。
　世界には、とても貧しい
環境で暮らしている人も
います。そういった人たち
を助けることもつながり
の一つだと思います。
　インターネットの世界
では簡単につながること
ができるけど、実際につ
ながるとなると、頑張ら
なくてはならないことは
たくさんあります。少し
ずつでも努力を積み重ね
て、世界の人々とつなが
りを持ち、多くの人の役
に立ちたいと思います。

　僕は、広島で平和につ
いて習って感じたことや
思ったことがあります。
　まず、日本は二度と戦
争をしてはならないとい
うことです。なぜなら、戦
争をして多くの人の命や
たくさんの土地が消えて
いったからです。戦争と
いうのは、実に悲しいも
のです。
　次に感じたことは、原
子爆弾は本当に恐ろしい
ものだなということです。
僕はその恐ろしさを知っ
て、やはり戦争はいけな
いものだと、改めて心か
ら思いました。
　日本はただ一つの被爆
国です。原爆の被害につ
いても、原発の被害につ
いても一番よく知ってい
る国だと思います。
　だからこそ、日本はど
んな理由があろうとも、
原爆、原発の廃絶に真剣
に取り組んでほしいと強
く思います。
　子どもの僕にでもでき
ることを考えてみました。
それは、少しでもテレビ
などのニュースで政治の
ことに耳を傾け、関心を
持ち続けることだと思い
ます。

　戦争は醜いものです。
人々は戦い、食料がなく
なり飢えて死んでいきま
す。戦争などせず助け合
っていかなければならな
いのに。今、世界の国々
は果たして 100％平和
だといえるのだろうか。
　東北大震災が起きた時、
日本が助け合ったことで
世界中の人々からとても
感心されました。それは
私にとってもうれしいこ
とでした。こんな世の中
をもっと広めていってほ
しいと思います。
　私は、世界の貧困問題
について、とても深刻な
問題だと思っています。
今もアフリカで働いてい
る小学生や小さな子がい
ると思うと胸が痛いです。
私は世界中の人々が幸せ
になってほしいと思いま
す。世界中の人々が不平
等なのはおかしいです。
　戦争がなければ人々が
傷つくこともありません。
世界の貧困問題が解決す
れば、世界中の子どもが
当たり前のように学校に
行き、ご飯を食べ、寝る
ことができます。そんな
世の中を世界中の人々が
願っていると思います。

　私は、努力してみる
こともなく、できないと
決めつけて諦めたり、努
力しても続かずに、途中
で諦めてしまうことがあ
ります。
　私は、習い事を二つし
ています。一つはバドミ
ントン、もう一つは英語
です。バドミントンでは、
上のグループにいけるな
らと、筋トレや素振りな
ど色々な練習を始めまし
たが、途中で面倒になっ
て続けることができませ
んでした。
　そのことを母に相談す
ると、「少しずつやること
や」と言われました。私
は「なるほど、努力は少
しずつでも続けていくこと
が大切だ」と思いました。
　今では、私より早くバ
ドミントンを始めていた
人に勝てたり、あまり速
くなかったマラソンが速
くなりました。駅伝大会
では区間賞を取ることが
できました。
　こんな体験から、努力
は少しずつでも続けてい
くことや、自分で色々工夫
していくことが大切だと
学びました。これからも
努力を続けていけるよう
に頑張りたいと思います。

東
角
小
学
校
６
年

伊
藤　

羅
奈
さ
ん

佐
山
小
学
校
６
年

桐
野　

彩
翔
さ
ん

御
牧
小
学
校
６
年

酒
部　

幸
人
さ
ん

東
角
小
学
校
６
年

大
垣　

創
之
さ
ん

本
当
の
平
和
と
は

努
力

自
分
と
世
界
と
の
つ
な
が
り

世
界
で
た
だ
一
つ
の

被
爆
国
と
し
て
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青少年の主張発表会

　私が通学している時
に自動車だけでなく、自
転車や歩行者の信号無視
をよく見かけます。これ
は、自分だけでなく他の
人にも迷惑をかける行為
なので、してはいけない
と思います。
　この前、保健の授業で、
中学生に多い死亡原因は
交通事故だと知りました。
自分が交通規則を守って
いても、誰か一人が守ら
なければ、被害者が出る
かも知れません。守るた
めにある規則を守らなけ
れば、その規則も私たち
を守ってくれません。
　交通の規則を守ること
は全ての人の義務で、全
ての人が守れることです。
今はまだ守れていない人
も多いけど、一人ひとり
が意識することによって、
社会はどんどん良くなる
のではないでしょうか。
　私は交通事故の被害者
にも加害者にもなりたく
ないです。私だけでなく
皆さんも、今までの交通
マナーを見直し、思いや
りの気持ちも忘れずに、
みんなが安心・安全に生
活できる社会になるよう
努力したいです。

　僕の夢は、英語の教師
になり、同時にサッカー
の指導者として生徒を世
界に送り出すことです。
　幼い頃から好きなサッ
カーを仕事にしたいとい
う漠然とした夢を持って
いました。それが明確な
夢に変わったのは、中学3
年生の時の先生の言葉で
した。「お前は学校の先生
に向いている。お前なら
なれる」と言われました。
　最初は関心もなかった
のですが、「向いている、
必ずなれ」と言われ続け
るうちに具体的なイメー
ジが心の中にできて、「先
生」という職業の魅力に
気づいていきました。
　未来ある生徒たちと触
れ合い、行動し、色々な
ことを学ばせ、経験させ、
送り出す。楽しくてやり
がいのある先生のイメー
ジに加えて、担任の先生
の人柄にも触れ、この先
生のように仕事がしたい
と思うようになりました。
　サッカーをしたいとい
う、幼い頃からの夢をさ
らに飛翔させ、実現する
ために得意な英語を生か
して英語の先生になり、
世界に羽ばたく生徒を育
成したいと思っています。

　決められたことを守
ることは、私たちにとっ
て大切なことの一つです。
　ルールを守ることで、
大きな事故やけがを防ぎ、
自分自身を守ることにな
るのです。例えば、登下
校中に車との接触事故が
あったけれど、ヘルメッ
トをしっかりとかぶって
いたため、命に関わるよ
うな大きなけがをせずに
済んだという話を聞いた
ことがあります。これは
「ヘルメットをかぶり、登
下校をする」というルー
ルを守っていたから無事
だったのです。
　校則は守るためだけで
はなく、みんなが楽しく
安全に、集中して授業を
受けられるように作られ
たものだから、一人ひと
りがそのルールの意味を
考えて、しっかりと守ら
なければなりません。
　この先私たちは校則だ
けでなく、公共の場での
ルールやマナーなども意
識して守っていかなけれ
ばならないのです。これ
は、将来社会に出て行く
私たちが、今身につけて
おかなければならない必
要な力だと思います。

　私は小学1年生の頃か
ら書道を習っています。4
年生までは面白いように
段が上がっていきました
が、5年の秋位から全く
上がらなくなったのです。
そしていつの間にか、投
げやりになっていました。
　ある日、テレビでマイ
ケル・ジョーダンの名言
が紹介されていました。
　「もし、壁に突き当たっ
たとしても諦めちゃだめ
だ。どうやってその壁を
登り、越えていくかを考
えてもがいてみるんだ」。
　私は、より良い字を書
くことを諦めてしまって
いる自分に気づきました。
　私はどうすれば思い通
りの字を書くことができ
るか、必死に考えました。
　太く書くところ、細く
書くところ、墨の分量な
ど、壁を乗り越える方法
を具体的に考えて実行し
ました。諦めずにもがき
続けました。すると、また
少しずつ段が上がるよう
になり、先生にも褒めら
れるようになったのです。
　私はこの体験から、諦
めないことの大切さ、具
体的に考え、もがき続け
ることの必要性を学びま
した。

久
御
山
中
学
校
３
年

牧
野　

七
与
さ
ん

久
御
山
高
校
１
年

田
中　

翔
一
朗
さ
ん

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き

僕
の
夢

久
御
山
中
学
校
１
年

田
村　

真
有
さ
ん

久
御
山
中
学
校
２
年

朝
日　

李
果
さ
ん

安
全
に
楽
し
む
た
め
の

ル
ー
ル

私
達
か
ら
見
た

現
代
の
車
社
会
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簡単！ 自宅で！
スピーディ！

青少年の主張発表会

　平成27年の自治会長が決まりました。
１年間、よろしくお願いします。
　自治会は、自分の住んでいる地域を自分
たちの力で住みやすくしようとして活動す
る、私たちの最も身近な地域コミュニティ
組織です。住民がお互いに助け合い、親睦
を深めるとともに、防災や防犯、福祉、環
境などの面でも大切な役割を担っています。
　自治会長は、各自治会の代表であるとと
もに、町とのパイプ役として町政の推進に
も重要な役割を担っていただいています。
� 問合せ／行財政課

　私に様々なものを与
えてくれた剣道。その剣
道との出会いは、私にと
ってかけがえのないもの
です。
　将来、私の夢が叶って
教員になった時、私は子
どもたちに剣道に限らず、
かけがえのないものとの
出会いを大切にしてほし
いと伝えたいと思ってい
ます。その出会いが、人生
を豊かにし、多くのチャ
ンスを与えてくれるとい
うことを自信をもって言
うことができます。
　出会うだけでなく、途
中で投げ出さず、継続す
ることの大切さも合わせ
て伝えたいと思います。
途中で投げ出して剣道を
辞めていたとしたら、今
の自分はありません。剣
道を今まで続けてきたこ
とによって、自分なりに
精神的にも大きく成長で
きたと自負しています。
　まさに「継続は力な
り」です。自分の人生を
後押ししてくれるものは
「継続」して取り組むこ
とにほかなりません。だ
から私はこれからも諦め
ることなく自分の「夢」
を「継続」していきたい
と思っています。

　中学1年の時のソフト
ボールの夏合宿で足の骨
を折りました。学校が始
まってもソフトボールな
んてできる状態ではあり
ませんでした。みんなが
練習しているのを見ると、
けがへの悔しさがこみ上
げてきまた。
　だが、この期間がソフ
トボールができることの
うれしさや、今まで当た
り前にしてきたことが当
たり前ではないことを教
えてくれました。
　このまま悔しがってい
ても前には進まないと気
づき、スコアブックの書
き方を勉強しました。「チ
ームのために何か力にな
りたい」という気持ちが
あったから前に進めまし
た。スコアを書きながら
応援することが、あの時
精一杯できた選択でした。
　そして、再びソフトボ
ールができることに喜び
を感じるようになりまし
た。「やるからには楽し
まないと」と、ポジティ
ブに選択していくことを、
けがが教えてくれました。
　生きていく上で皆、選
択する場面はありますが、
私は選択の度、自分らし
く進んでいきたいです。

久
御
山
高
校
３
年

荒
木　
　

一
さ
ん

継
続
の
力

久
御
山
高
校
２
年

薮
田　

和
沙
さ
ん

自
分
ら
し
く

進
む
た
め
の
選
択

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
新
し
い
自
治
会
長
さ
ん

平成27年自治会長（敬称略）
自治会名 自治会長名

御
　
牧
　
地
　
区

大橋辺 𩵋見　信一
北川顔 原田　信行
藤和田 吉川　保男
近協パレス 綛村　健志
島田 谷村　満雄
坊之池 熊田　哲也
中島 小嶋　新也
西一口 山村　　三
東一口 中村　末春
相島 小寺　道夫
森 村田　晴幸
野村 石川　敏雄
村東 藤田　利雄

佐
　
山
　
地
　
区

佐山 木村　　豊
佐古 𠮷川　　勲
市田 東　　憲彦
田井 田井　　勝
下津屋 鹿戸　昌彦
荒見 前田　武夫
新開地 寺田　耕造
松陽台 三宅　美子
下津屋団地 覀野　町子
サンタウン佐山 相馬　周介
鈴間 下元　和枝
下津屋サンハイツ 野田　侑靖
佐山サンハイツ 森本　利一

東
　
角
　
地
　
区

清水 古川　壽彦
林 堀内　　誠
栄１・２丁目 山口　幸惠
栄３・４丁目 俣野　忠生
ミサワ林 山本　昭一
東佐山団地 牧村　一勲
ハイツ西宇治 伊藤亜貴子
久御山団地 濵伊　睦子
西武西林 松尾　　真
籾池 谷山　常春
双栗 中村　　正
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４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な

確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
よ
り
、

介
護
保
険
制
度
が
本
年
4
月
か
ら
段
階
的
に
改
正

さ
れ
ま
す
。
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、
ご
利
用
者

に
負
担
を
お
願
い
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
主
な
改
正
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
予
防
給
付
は
地
域
支
援
事
業
に
移
行

　

要
支
援
1
、
要
支
援
2
に
介
護
認
定
さ
れ
た
人

の
利
用
す
る
ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問
介
護
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
通
所
介
護
が
、
市
町
村
が
取
り
組
む

「
地
域
支
援
事
業
」
に
移
行
さ
れ
ま
す
（
久
御
山

町
は
平
成
29
年
度
か
ら
移
行
し
ま
す
）。

　

従
来
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
保
険
法

町
議
会
議
員
一
般
選
挙�

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
4
月
21
日
㈫
告
示
、
26

日
㈰
投
開
票
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
の
立
候
補
の
手
続
き
や
選
挙
運
動
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
き
ま
す
の
で
、
関
係

者
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
な
お
、
出
席
者
は
、
1

候
補
者
に
つ
き
3
人
以
内
と
し
ま
す
。

　

説
明
会
当
日
に
、
立
候
補
届
出
関
係
書
類
を
配

布
し
ま
す
。

　

日
時
／
3
月
19
日
㈭　

午
後
2
時
か
ら　

場
所

／
役
場
庁
舎
５
階
会
議
室
51　

問
合
せ
／
選
挙
管

理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

Ｑ　

体
が
不
自
由
で
投
票
所
に
行
け
な
い
場
合
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ　

身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手
帳
、
介
護

保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
、
自
宅
な
ど
で
投
票
用
紙
に

記
入
し
て
郵
送
す
る
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
」
が
で
き
ま
す
。

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
「
郵
便
等
投

票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

証
明
書
の
発
行
手
続
き
な
ど
で
、
時
間
を
要
す
る

で
定
め
た
全
国
一
律
の
基
準
で
実
施
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
改
正
後
は
市
町
村
が
独
自
に
特
色
を
生

か
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う

に
な
り
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に

よ
る
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

■
所
得
が
一
定
以
上
の
利
用
者
の

　

自
己
負
担
を
引
き
上
げ

　

合
計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円
（
年
金
収
入
で

単
身
２
８
０
万
円
、
夫
婦
３
５
９
万
円
）
以
上
の

人
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時
の
自
己

負
担
割
合
が
、
こ
れ
ま
で
の
1
割
か
ら
2
割
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

■
特
養
の
入
居
が
要
介
護
３
以
上
に
限
定

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
新
し
く
入
所
す
る
場

合
の
基
準
が
、
原
則
、
介
護
認
定
で
「
要
介
護

3
」
以
上
に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
要
介
護
1
、
2
の
場
合
で
も
、
や
む

を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

以
外
で
の
生
活
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
入
所
可
能
で
す
。

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課

天
ぷ
ら
油
な
ど
に
よ
る 

火
災
の
防
止
を
！

　

平
成
25
年
中
の
全
国

の
「
こ
ん
ろ
」
に
よ
る
火

災
は
３
，
７
１
７
件
で
、

全
火
災
（
４
８
，
０
９
５

件
）
の
7.7
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
「
こ
ん
ろ
」
の
種
類
別
で
は
、「
ガ
ス
こ
ん

ろ
」
に
よ
る
火
災
が
最
も
多
く
３
，
２
７
６

件
（
88�

．�1
％
）
で
、「
こ
ん
ろ
」
火
災
の
大

半
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
ろ
」
に
よ
る
火
災
の
主
な
経
過
別

出
火
件
数
を
み
る
と
、
56�

．�4
％
に
当
た
る

２
，
０
９
８
件
が
消
し
忘
れ
に
よ
る
も
の
で

す
。「
こ
ん
ろ
」火
災
を
防
止
す
る
た
め
に
日

頃
か
ら
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
実
践
す
る

「
こ
ん
ろ
」
火
災
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

■�

天
ぷ
ら
な
べ
を
火
に
か
け
た
ら
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い
。

■�

こ
ん
ろ
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消

し
ま
し
ょ
う
。

■�

天
ぷ
ら
油
は
加
熱
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

■�

こ
ん
ろ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■�

加
熱
防
止
装
置
の
付
い
た
調
理
器
具
を
使

い
ま
し
ょ
う
。

　

天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
は
、
水
を
か
け

た
り
、
野
菜
を
投
げ
入
れ
る
な
ど
消
火
方
法

を
誤
る
と
被
害
を
一
層
拡
大
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
消
火
器
で
安
全
確
実
に
消

火
し
ま
し
ょ
う
。�

問
合
せ
／
消
防
本
部

「
選
挙
の
日 

未
来
を
つ
な
ぐ 

架
け
橋
に
」（
平
成
26
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
特
選
　
久
御
山
中
3
年
　
稲
内
天
也
さ
ん
）

選
挙

Ｑ
＆
Ａ

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
投
票
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
前
も
っ
て
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

★

　

投
票
所
に
お
け
る
投
票
で
も
、
体
が
不
自
由
な

た
め
自
分
で
投
票
用
紙
に
記
入
で
き
な
い
人
は
、

係
員
が
代
理
で
投
票
用
紙
に
記
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、
目
の
不
自
由
な
人
に
は
、
点
字

に
よ
り
投
票
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

代
理
投
票
や
点
字
投
票
を
希
望
す
る
場
合
は
、

投
票
の
際
、
係
員
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

4
月
12
日
㈰
は
京
都
府
議
会
議
員
一
般
選
挙

4
月
26
日
㈰
は
久
御
山
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

3
月
19
日
㈭
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「
春
の
お
た
の
し
み
会
」

　

図
書
館
で
は
、「
春

の
お
た
の
し
み
会
」
を

開
き
ま
す
。
申
込
は
い

り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
3
月
21
日
㈷　

午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分　

場
所
／
ふ
れ
あ
い
交
流
館
ゆ
う

ホ
ー
ル　

対
象
／
幼
児
・
児
童
と
そ
の
保
護

者　

内
容
／
人
形
劇
の
上
演
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー　

問
合
せ
／
図
書
館

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

自
治
会
会
員
の
皆
さ

ん
や
町
内
事
業
所
な
ど
、

多
く
の
人
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
募
金
は
次

の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　

募
金
総
額�

２
７
０
万
２
，
２
９
２
円

　

募
金
総
額
の
内
、
約
8
割
が
平
成
27
年
度

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分
さ
れ
、
町
の
地

域
福
祉
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

★
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

募
金
総
額�

１
３
４
万
４
，
９
０
０
円

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
は
、昨
年
末
、生

活
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
人
や
地
域
の
福
祉
活

動
に
す
べ
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
合
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

4

11

18

25

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

3月の図書館スケジュール

●
は
休
館
日
で
す

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

今
月
の

  

テ
ー
マ

      

図
書

〈開館時間〉
火〜金曜日：
午前 9時 30分〜

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分〜

午後 5時

鼠、滝に打たれる　　　
　　　赤川　次郎／著　角川書店

　ワケありの大工の女房、診療所
の女医千草の縁談話。鼠小僧・次
郎吉の周りで、またもや事件が起
こる。「鼠」シリーズ最新作。

壊れた自転車でぼくはゆく　
市川　拓司／著　朝日新聞出版

　閉塞的な生活を送る祖父が、初
めて語る亡き祖母の話。それはと
てつもなく悲しい愛の物語だった。

トロルとにひきのいたずらこやぎ
松居　スーザン／作　佼成出版社

��おばあさんの代わりに市場へ出
かけたこやぎのハイジとペーター。
道に迷ったあげく買い物リストを
ハイジが食べてしまい…。

歌う樹の星
風野　潮／作　ポプラ社

　地球に似た環境の惑星・ランタ
ナⅢ。植物の声が聞こえる少女・
水希は研究のために星へ旅立つ。
近未来を描くＳＦファンタジー。

鉄
道
の
魅
力　

　

今
月
は
、「
鉄
道
」
を
テ
ー
マ
に
お

す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

オ
ス
ス
メ
本

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
鉄
道
紀
行

西
森
聡
／
写
真
・
文

平
凡
社

　

中
欧
か
ら
北
欧
ま
で
の
6
ヵ
国
を
15

日
間
で
巡
る
鉄
道
旅
の
記
録
。
車
窓
写

真
他
、
風
景
写
真
多
数
掲
載
。

三
陸
鉄
道
情
熱
復
活
物
語　

笑
顔
を
つ
な
ぐ
、ず
っ
と
…

品
川
雅
彦
／
著

　

三
省
堂

　

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
三

陸
鉄
道
が
、
3
年
で
完
全
復
活
を
成
し

遂
げ
る
ま
で
の
軌
跡
を
描
い
た
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

日
本
一
周
！
鉄
道
大
百
科�

（
児
童
書
）

山
崎
友
也
／
監
修

成
美
堂
出
版

　

全
国
各
地
の
主
な
路
線
や
車
両
、
鉄

道
の
基
礎
知
識
な
ど
が
分
か
る
。
国
内

全
路
線
図
も
掲
載
。

お
と
の
さ
ま
、で
ん
し
ゃ
に
の
る（児

童
書
）

中
川
ひ
ろ
た
か
／
作　

佼
成
出
版
社

　

町
を
走
っ
て
い
る
電
車
に
乗
り
た
い

と
言
い
出
し
た
お
殿
様
。
家
来
と
一
緒

に
駅
へ
向
か
い
ま
し
た
が
、
切
符
の
買

い
方
も
車
内
で
の
ル
ー
ル
も
知
ら
な
い

お
殿
様
は
ー
。

新着図書の紹介
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様
替
え
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
4
月
か
ら
事
務
室
と
販

売
コ
ー
ナ
ー
は
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）
を
休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

バ
ス
待
合
室
、
ト
イ
レ
は
利
用
で
き
ま
す
。

町
政
を
見
る
会

　

町
政
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ

3
月
29
日 

ク
ロ
ス
ピ
ア
市

新
鮮
野
菜
販
売
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
で�

は
、毎
月
最
終
日
曜
日
に
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
市
と�

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
元
産
の
新
鮮
野
菜
や
た
こ
焼
き
、み
た�

ら
し
団
子
、ケ
ー
キ
な
ど
の
販
売
や
、衣
類
・

手
作
り
品
な
ど
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
出

店
し
ま
す
。
地
元
出
身
の
音
楽
バ
ン
ド
『
Ｄ

Ｕ
Ｆ
Ｆ
』
も
駆
け
つ
け
、ミ
ニ
ラ
イ
ブ
で
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

�

お
越
し
く
だ
さ
い
。�

　

日
時
／
3
月
29

日
㈰　

正
午
～
午

後
4
時
頃
ま
で�

問
合
せ
／
ま
ち
の

駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア

く
み
や
ま
」

４
月
か
ら
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
拡
充
な
ど

模
様
替
え　

月
曜
日
は
休
業
に

　
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
が
よ
り
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、4
月

か
ら
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
拡
充
す
る
な
ど
、模

く
た
め
、
町
の
関
連
施
設
な
ど
を
見
学
し
て

い
た
だ
く
「
町
政
を
見
る
会
」
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
3
月
16
日
㈪　

午
後
1
時
20
分
～

4
時
。
役
場
出
発
、解
散　

見
学
先
／
佐
古

浄
水
場
と
京
都
府
営
水
道
久
御
山
広
域
ポ
ン

プ
場
。
町
バ
ス
利
用　

対
象
／
町
内
在
住
ま

た
は
在
勤
で
20
歳
以
上
の
人　

定
員
／
先
着

15
人　

申
込
・
問
合
せ
／
3
月
9
日
㈪
ま
で

に
総
務
課
へ
。
電
話
可

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

～
親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か
そ
う
～

　

町
で
は
、男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、セ
ミ
ナ
ー
を
開
き

ま
す
。
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
3
月
28
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

内
容
／
ボ
ー
ル
遊
び
、
フ
ー
プ
遊
び
な
ど�

対
象
／
就
学
前
児
童
と
そ
の
親
（
町
内
在
住

ま
た
は
在
勤
）　

講
師
／
町
子
育
て
支
援
ア

ド
バ
イ
サ
ー�

荒
井
敏
江
さ
ん　

申
込
・
問

合
せ
／
3
月
19
日
㈭
ま
で
に
総
務
課
へ
。
当

日
、
保
育
ル
ー
ム
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
申
込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

「
平
穏
死
を
考
え
る
」講
演
会

　

宇
治
久
世
医
師
会
で
は
、人
生
の
最
期
を

平
穏
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
医
療
・

保
健
・
福
祉
関
係
者
の
連
携
を
進
め
、ま
た
、

住
民
の
在
宅
医
療
の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
3
月
22
日
㈰　

午
後
2
時
～
4
時

場
所
／
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

第
一�

ホ
ー
ル　

対
象
／
住
民
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事�

業
従
事
者
、
医
療
従
事
者　

内
容
／
講
演

「
平
穏
死
を
考
え
る
」
～
穏
や
か
な
最
期
の

た
め
に
必
要
な
こ
と
と
は
～　

講
師
／
特
別�

養
護
老
人
ホ
ー
ム�

芦
花
ホ
ー
ム�

常
勤
医
師��

石
飛
幸
三
さ
ん　

問
合
せ
／
宇
治
久
世
医
師

会
事
務
局
☎
０
７
７
４（
２
２
）６
４
８
７

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
健
康

保
持
の
た
め
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
ス
ポ

ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
3
月
7
日
㈯　

午
後
6
時
～
8
時

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場　

対
象
／
町
内
在

住
ま
た
は
在
勤
者　

持
ち
物
／
タ
オ
ル
、飲

物
な
ど　

内
容
／
エ
コ
ロ
ベ
ー
ス
（
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
よ
う
な
競
技
）　

申
込
・
問
合
せ

／
３
月
５
日
㈭
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ
。
電

話
可久

御
山
ハ
ー
モ
ニ
ー

25
周
年
記
念
演
奏
会

　

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
久
御
山
ハ
ー
モ
ニ

ー
」
で
は
設
立
25
周
年
を
記
念
し
て
、
演
奏

会
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

　

日
時
／
3
月
15
日
㈰　

午
後
2
時
～
3
時

30
分　

場
所
／
ふ
れ
あ
い
交
流
館
ゆ
う
ホ
ー

ル　

問
合
せ
／
社
会
教
育
課

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

町
で
は
、家
に
ひ
き
こ

も
り
が
ち
で
心
の
健
康
に

不
安
の
あ
る
人
を
対
象

に
、仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
3
月
6
日
㈮　

午
前
11
時
～
午
後

募
集
・
催
し
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2
時
、
3
月
20
日
㈮　

正
午
～
午
後
3
時�

場
所
／
中
央
公
民
館　

内
容
／
6
日
は
料
理

作
り
、
20
日
は
カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ム　

問
合

せ
／
住
民
福
祉
課　

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭�

に
親
子
が
気
軽
に
集
ま
っ
て
、�

一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま

す
。
校
区
に
関
係
な
く
、
ど

の
保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
込
は
い

り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
3
月
10
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育

所　

内
容
／
園
庭
開
放　

対
象
／
町
内
在
住

の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

持
ち
物
／
着
替

え
・
水
筒　

問
合
せ
／
各
保
育
所

お
も
ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
お
も
ち
ゃ
病

院
」
に
よ
る
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
3
月
14
日
㈯　

午
前
10
時
～
12

時
（
修
理
の
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）�

場

所
／
ふ
れ
あ
い
交
流
館
ゆ
う
ホ
ー
ル　

内
容

／
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
の
修
理　

修
理
費
／

無
料
（
部
品
交
換
が
必
要
な
場
合
は
要
実

費
）
そ
の
他
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
修
理
し
ま

す
が
、
修
理
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す�

申
込
／
予
約
不
要
。
当
日
修
理
会
場
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
※
使
わ
な
く
な
っ
た
動
く
お

も
ち
ゃ
を
再
利
用
し
ま
す

の
で
、寄
附
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
問
合
せ
／
町
社
会

福
祉
協
議
会

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室
＆

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者　

申
込 

／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参
の
上
、�

実
施
す
る
会
館
・
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
郵
送
不
可
）
問
合
せ
／
府
立
城
南
勤

労
者
福
祉
会
館
・
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
宇
治
市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒
21
‐
8

☎
０
７
７
４（
４
６
）０
６
８
８
、０
７
８
０

仲
よ
し
学
級
（
学
童
保
育
）
指
導
員

臨
時
職
員
を
募
集

　

町
で
は
、
学
童
保
育
（
仲
よ
し
学
級
）
の

指
導
員
（
臨
時
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
職
種
／
①
常
勤
指
導
員
（
学
級
運
営

補
助
）
②
特
別
支
援
指
導
員
（
支
援
が
必
要

な
児
童
の
保
育
） 

応
募
資
格
／
「
①
」
は

教
員
免
許
ま
た
は
保
育
士
資
格
な
ど
必
要�

雇
用
期
間
／
4
月
1
日
～
9
月
30
日　

勤
務

時
間
等
／
月
～
金
曜
日
は
午
後
1
時
30
分
～

午
後
6
時
、
土
曜
日
及
び
長
期
休
業
期
間
中

は
午
前
8
時
～
午
後
5
時　

※
土
曜
日
は
、

原
則
隔
週
勤
務　

賃
金
／
時
給
９
７
０
円�

勤
務
場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
東
角
小
学
校
内

の
い
ず
れ
か
の
仲
よ
し
学
級　

募
集
人
数
／

若
干
名　

問
合
せ
／
社
会
教
育
課

自
衛
官
等
の
募
集

■
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

　

対
象
／
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人　

受
付

期
間
／
年
間
を
通
じ
て
受
付

■
幹
部
候
補
生

　

①
一
般
（
大
卒
程
度
）　

②
一
般
（
院
卒

者
）
③
歯
科
・
薬
剤
科　

対
象
／
①
22
歳
以

上
26
歳
未
満
の
人
（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の�

人
は
大
卒
（
見
込
含
）、修
士
課
程
修
了
者

等
（
見
込
含
む)

は
28
歳
未
満
）、自
衛
官�

は
28
歳
未
満
の
人　

②
修
士
課
程
修
了
者
等�

（
見
込
含
む
）
で
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
人

　

③
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
む)

20
歳
以
上

30
歳
未
満
の
人
（
薬
剤
は
20
歳
以
上
26
歳
未

満
の
人
※
薬
学
修
士
学
位
取
得
者
は
28
歳
未

満
）　

受
付
期
間
／
3
月
１
日
～
5
月
１
日

■
予
備
自
衛
官
補

　

①
一
般�

②
技
能　

対
象
／
①
18
歳
以
上

34
歳
未
満
の
人�

②
18
歳
以
上
で
国
家
免
許

資
格
等
を
有
す
る
人
（
資
格
に
よ
り
53
～
55

歳
未
満
の
人
）�
受
付
期
間
／
3
月
24
日
ま
で�

受
付
・
問
合
せ
／
宇
治
地
域
事
務
所
（
宇
治

市
広
野
町
西
裏
71-
５　

Ｓ
．Ｃ　

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｂ

Ｏ�

ビ
ル
2
Ｆ
）
☎
０
７
７
４（
４
４
）７
１

３
９

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

参
画
団
体
を
募
集

　

町
社
会
福
祉
協
議
会�

で
は
、5
月
17
日
に
開�

催
す
る
「
第
20
回
ふ
れ�

あ
い
福
祉
ま
つ
り
」
の�

参
画
団
体
を
募
集
し
ま�

す
。

　

参
画
要
件
／
福
祉
当
事
者
等
関
係
団
体
、

福
祉
関
係
施
設
・
病
院
・
事
業
所
な
ど
。
町

内
外
は
問
い
ま
せ
ん
が
町
内
で
地
域
福
祉
、

地
域
医
療
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
団

体
。
申
込
／
3
月
20
日
㈮
ま
で
に
同
協
議
会

へ　

そ
の
他
／
詳
細
及
び
申
込
用
紙
は
同
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
】

　

日
時
／
5
月
17
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後

3
時　

場
所
／
役
場
中
庭
交
流
広
場
、中
央

公
民
館
、役
場
１
階
ロ
ビ
ー　

内
容
／
ス
テ

ー
ジ
発
表
、模
擬
店
、バ
ザ
ー
、健
康
コ
ー
ナ

ー
ほ
か

き
ら
く
会　

会
員
募
集

　

町
内
の
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
集
ま
り
「
き
ら
く
会
」
で
は
、会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
行
事
と
し
て
、お
花
見
や
料
理
教
室
、

「
女
性
の
船
Ｏ
Ｂ
」
と
の
交
流
会
や
忘
年
会

な
ど
四
季
折
々
の
催
し
を
企
画
し
て
楽
し
い�

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
年
会
費
は
５
０�

０
円
で
す
。

　

活
動
に
関
心
の
あ
る
人
や
入
会
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講座名 受付開始日 期間（曜日）開講時間 回数 募集定員 受講料等
楽しい
絵画教室 3/8㈰～ 4/8 ～ 9/23

（第2・4水）
13:00 ～
16:00 12 15 12,000円

（別途要教材費）
海外旅行のため
の英会話教室 3/10㈫～ 4/10 ～

8/28㈮
10:00 ～
12:00 20 30 16,000円

（別途要教材費）

講座名 受付開始日 期間（曜日）開講時間 回数 募集定員 受講料等
ビジネス
英会話（前期）

3/11㈬～ 4/11 ～
9/12㈯

9:30 ～
12:00 22 25 27,000円

（別途要教材費）
Facebookを楽し
くはじめよう！

3/17㈫～ 4/18 ～
5/9㈯

13:00 ～
15:30 3 20 5,500円



75
歳
の
誕
生
日
か
ら
対
象
で
す　

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は
、高
齢
化
に

伴
う
医
療
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、

高
齢
者
と
若
年
世
代
の
負
担
の
明
確
化
等
を

図
る
観
点
か
ら
、平
成
20
年
4
月
か
ら
始
ま

っ
た
75
歳
以
上
の
高
齢
者
等
を
対
象
と
し

た
医
療
保
険
制
度
で
、75
歳
の
誕
生
日
か
ら

全
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
（
65
歳
以
上
で
重

度
の
障
害
が
あ
る
人
は
一
部
対
象
と
な
り
ま

す
。
生
活
保
護
の
人
は
対
象
外
で
す
）
。

　

こ
の
医
療
制
度
は
、京
都
府
内
の
す
べ
て

の
市
町
村
が
加
入
す
る
「
京
都
府
後
期
高
齢�

者
医
療
広
域
連
合
」
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、被
保
険
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、各
種

届
出
な
ど
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
で
手
続
き

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
被
保
険
者
証

　

75
歳
の
誕
生
日
の
2
～
3
週
間
前
に
自
宅

町
文
化
サ
ー
ク
ル
の
加
盟
団
体
募
集

　

習
字
や
絵
画
、陶
芸�

な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動

や
文
化
祭
で
の
発
表
な

ど
を
通
し
て
、久
御
山

町
の
文
化
の
推
進
・
振
興
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
「
町
文
化
サ
ー
ク
ル
団
体
」
を
募
集
し

ま
す
。

　

加
盟
す
る
と
、活
動
場
所
と
し
て
中
央
公

民
館
を
無
料
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
団
体
／
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す�

団
体
▼
中
央
公
民
館
で
定
期
的
な
活
動
を
す�

る
団
体
▼
会
員
は
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除

く
）
▼
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、そ
の
う
ち

過
半
数
が
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
▼
代
表

者
が
久
御
山
町
在
住
▼
サ
ー
ク
ル
員
及
び
講

師
、活
動
内
容
を
明
ら
か
に
し
、そ
の
都
度
、

久
御
山
町
文
化
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
へ
報

告
す
る
こ
と
▼
特
定
の
業
者
及
び
講
師
の
営

利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と
▼
同
連
絡
協
議
会

の
決
定
及
び
行
事
等
に
積
極
的
に
協
力
す
る

こ
と　

申
請
・
申
込
／
3
月
13
日
㈮
ま
で
に

社
会
教
育
課
へ

中
小
企
業
低
利
融
資

利
率
1.4
％
に
引
き
下
げ

　

町
で
は
、町
内
の
中
小
企
業
者
の
経
営
の

安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、低
利
で
融
資

す
る
制
度
（
通
称
「
マ
ル
久
」
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

へ
送
付
さ
れ
ま
す
。
そ

の
後
は
毎
年
、有
効
期�

限
の
2
～
3
週
間
前
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

■
保
険
料

　

保
険
料
は
、全
て
の

被
保
険
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

保
険
料
額
は
、所
得
割
額
（
被
保
険
者
の

所
得
に
応
じ
て
か
か
る
金
額
）
と
被
保
険
者

均
等
割
額
（
被
保
険
者
全
員
に
均
一
に
か
か

る
金
額
）
の
合
計
額
と
な
り
、被
保
険
者
一

人
ひ
と
り
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
の
低
い
人
や
こ
れ
ま
で
会
社
の
健
康

保
険
や
共
済
組
合
の
被
扶
養
者
と
し
て
保
険

料
の
負
担
が
な
か
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、保

険
料
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

一
人
当
た
り
の
年
間
の
保
険
料
の
限
度
額

は
57
万
円
で
す
。保
険
料
額
の
決
定
通
知
は
、

75
歳
の
誕
生
日
か
ら
1
～
2
か
月
後
に
送
付

さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
は
毎
年
、7
月
中
旬
頃

に
自
宅
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

■
納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
支
払
い
方

法
は
、年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
（
特
別
徴

収
）
や
、納
付
書
や
口
座
振
替
で
の
支
払
い

（
普
通
徴
収
）
が
あ
り
ま
す
。
個
人
に
よ
っ

て
支
払
い
方
法
が
違
い
、支
払
い
方
法
は
毎

年
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
支
払
は
、特

別
徴
収
が
原
則
で
す
が
、申
出
に
よ
り
口
座

振
替
に
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

納
期
限
が
過
ぎ
た
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が

な
い
か
、今
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
国
保
医
療
課
、京
都
府
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合�

業
務
課
☎
０
７
５（
３�

４
４
）１
２
１
９

　

昨
今
の
経
済
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
、4

月
1
日
か
ら
こ
の
制
度
の
融
資
利
率
を
現
行

1.8
％
か
ら
1.4
％
に
引
き
下
げ
ま
す
。

　

こ
の
融
資
制
度
の
ご
利
用
に
つ
い
て
は
、

次
の
金
融
機
関
の
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

京
都
銀
行
、京
都
中
央
信
用
金
庫
、京
都
信

用
金
庫�

問
合
せ
／
産
業
課

国
民
健
康
保
険
税
の
お
支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
で

　

町
で
は
、国
民
健
康
保
険
税
の
お
支
払
い

は
、原
則
、口
座
振
替
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
を
さ
れ
る
と
、納
期
限
ご
と
に
指
定

口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、京
都
銀
行
、京
都

信
用
金
庫
、京
都
中
央
信
用
金
庫
、ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
い
ず
れ
か
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

役
場
窓
口
に
ご
持
参
い
た
だ
く
だ
け
で
手
続

き
が
で
き
る「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ

ー
ビ
ス
」が
お
勧
め
で
す
。こ
の
方
法
で
手
続

き
す
る
と
、届
出
印
も
不
要
で
、と
て
も
簡
単

で
す
。

　

な
お
、取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
で
、口
座
振

替
納
付
依
頼
書
と
預
貯
金
通
帳
、届
出
印
を

ご
持
参
の
う
え
、お
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
納
付
依
頼
書
は
、

役
場
窓
口
や
町
内
の
各
金
融
機
関
に
あ
り
ま

す
。

【
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関
】

　

▼
銀
行
／
京
都
・
り
そ
な
・
み
ず
ほ
・
三�

菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
三
井
住
友
・
関
西
ア
ー�

バ
ン
・
南
都　

▼
信
用
金
庫
／
京
都
・
京
都�

中
央　

▼
農
業
協
同
組
合
／
京
都
や
ま
し
ろ

▼
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

／
近
畿
2
府
4
県
の
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
・
郵
便
局　

問
合
せ

／
税
務
課
・
国
保
医
療
課

お
し
ら
せ



相
談
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福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

　

町
で
は
、障
害
の
あ
る

人
が
社
会
的
な
活
動
を
す

る
一
助
と
し
て
、タ
ク
シ

ー
利
用
券
を
お
渡
し
し
ま

す
。利
用
券
は
、町
と
契
約
す
る
京
都
府
内
タ

ク
シ
ー
事
業
者
で
4
月
1
日
か
ら
利
用
で
き

ま
す
。

　

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
・
下
肢

・
体
幹
・
心
臓
・
じ
ん
臓
・
肝
臓
・
呼
吸
器

・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
）
1
級
か
ら
3
級
の
人
、

療
育
手
帳
「
Ａ
」
の
人　

交
付
期
間
／
3
月

25
日
㈬
か
ら　

申
請
・
問
合
せ
／
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
・
印
鑑
を
ご
持
参

の
う
え
、住
民
福
祉
課
へ

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

～
あ
な
た
を
必
要
と
し
て
い
る

子
ど
も
が
い
ま
す
～

　

様
々
な
事
情
の
た
め
、家
族
と
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
、自
分
の

家
庭
に
受
け
入
れ
、温
か
く
愛
情
を
も
っ
て

育
て
て
く
だ
さ
る
里
親
さ
ん
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

里
親
に
な
る
た
め
の
研
修
会
を
4
月
末
か

ら
5
月
に
か
け
て
各
児
童
相
談
所
で
予
定
し

て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る

人
は
、宇
治
児
童
相
談
所�

☎
０
７
７
４（
４
４
）３
３�

４
０
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

会
員
登
録
の
受
付

　

一
緒
に
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
ま
せ

ん
か
？　

町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
で�

は
、平
成
27
年
度
の
団
体

登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

希
望
団
体
は
、4
月
24
日

㈮
ま
で
に
町
体
育
協
会
事

務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

登
録
要
件
／
町
内
団
体�

中
学
生
以
上
の

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
4
人
以
上
の
団
体

町
外
団
体�

連
盟
の
運
営
目
的
に
賛
同
で
き

る
団
体
（
中
高
生
は
除
く
）　

年
会
費
／
1

チ
ー
ム
２
，０
０
０
円
。
１
団
体
複
数
チ
ー

ム
の
登
録
可
能
。
登
録
数
に
応
じ
て
会
員
価

格
で
大
会
等
に
参
加
で
き
ま
す　

登
録
期
間

／
4
月
1
日
～
平
成
28
年
3
月
31
日　

問
合 

せ
／
町
体
育
協
会
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）�

狂
犬
病
予
防
注
射

　

狂
犬
病
は
、野
生
動
物
や

家
畜
は
も
ち
ろ
ん
人
間
に
も

感
染
し
、一
度
発
病
す
る
と
、

治
療
法
が
な
く
、必
ず
死
亡

す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、狂
犬
病
予
防
法
で

毎
年
１
回
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
い
と
、

愛
犬
だ
け
で
な
く
、あ
な
た
や
付
近
の
人
を

危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
室
内
犬

と
い
え
ど
も
狂
犬
病
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、4
月
に
集
合
予
防
注
射
を
行
い

ま
す
。
日
時
、場
所
な
ど
は
ハ
ガ
キ
や
「
広�

報
く
み
や
ま
」
4
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

集
合
予
防
注
射
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、

動
物
病
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

 

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、人
権
擁
護
相
談
は
、差
別

や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談

　

日
時
／
3
月
10
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後

3
時　

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
１

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
3
月
19
日
㈭　

午
後
1
時
～
3
時

30
分
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
3
月
2
日

㈪
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
6
人

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

保
育
所
で
は
、子
育
て
に
つ
い
て
の
色
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
3
月
19
日
㈭　

午
後
1
時
～
4
時

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育
所　

※

電
話
で
の
相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時

～
午
後
4
時
ま
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、家
庭
の
問
題
、仕

事
、対
人
関
係
な
ど
の
相
談
。

　

日
時
／
3
月
10
日
㈫
、24
日
㈫　

い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
午
後
1
時　

※
面
接
・
電
話

相
談
と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
に
申
込
を
。

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け

ま
す
。

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後

4
時　

場
所
／
役
場
2
階
会
議
室
22

【
く
ら
し
と
仕
事
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
等
で
困
っ
て
い
た

り
、　

生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、ど
う

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、そ
ん
な
悩
み

に
、相
談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

　

日
時
／
3
月
5
日
㈭　

午
前
11
時
～
正

午
、午
後
1
時
～
3
時　

場
所
／
役
場
１
階

相
談
室　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

福
祉
室
☎
０
７
７
４(

２
１)

２
１
０
２　

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
3
月
12
日
㈭
、26
日
㈭�

い
ず
れ
も

午
後
1
時
～
4
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

専
用
電
話
／
０
７
５（
６
３
１
）３
４
２
１　

相
談
時
間
／
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
に
関
す
る
相
談
】

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な
（
で
き
な
い
）

人
に
対
し
て
、自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

相
談
で
す
。
電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

日
時
／
3
月
12
日
㈭�

午
後
1
時
～
4
時　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
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内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、童
謡�

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す�

定
員
／
60
人
。
申
込
不
要
。�

当
日
、直
接
お
越
し
く
だ
さ�

い　

費
用
／
資
料
代
の
み
必�

要
漢
字
出
直
し
塾

　

日
時
／
3
月
13
日
㈮
、27
日
㈮　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、小
学
校
で
習
う
漢

字
か
ら
も
う
一
度
学
び
直
し
ま
す　

定
員
／

30
人
。
申
込
不
要　

費
用
／
１
０
０
円

軽
自
動
車
等
の
廃
車
申
請
は 

　
お
早
め
に

��
ミ
ニ
バ
イ
ク
や
自
動
二
輪
、�

軽
四
輪
な
ど
の
軽
自
動
車
税�

は
、毎
年
4
月
1
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
車
両

を
廃
車
、譲
渡
さ
れ
る
人
は
、4
月
1
日
ま
で

に
次
の
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
が
4
月
2
日
以
降
の
場
合
、平
成
27

年
度
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、3
月
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
目
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

原
動
機
付
自
転
車
、小
型
特
殊
自
動
車
…

役
場
税
務
課
（
印
鑑
と
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
持
参
）

▼�

軽
四
輪
…
軽
自
動
車
検
査
協
会
京
都
事

務
所
（
京
都
運
輸
支
局
内
）
☎
０
５
０

（
３
８
１
６
）１
８
４
４

▼�

二
輪
の
小
型
自
動
車
…
近
畿
運
輸
局
京
都�

運
輸
支
局
☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
６
１�

 

問
合
せ
／
税
務
課

自
動
車
の
登
録
手
続
き
は
お
早
め
に

　

自
動
車
を
お
持
ち
の
人
で
、名
義
変
更
、住

所
変
更
、氏
名
変
更
、廃
車
（
一
時
使
用
中
止
、

解
体
）
の
手
続
き
な
ど
が
済
ん
で
い
な
い
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

年
度
末
に
当
る
3
月
は
、会
社
の
決
算
期

や
自
動
車
税
の
課
税
期
間
の
関
係
に
よ
り
、

申
請
が
年
間
を
通
し
て
最
も
集
中
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、窓
口
が
大
変
混
雑
し
、何
時
間

も
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
、で
き
る
だ
け
早
く
、3
月
中
旬

ま
で
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
近
畿
運
輸
局
京
都
運
輸
支
局
登

録
部
門
☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
６
１

（
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
：
手
続
き
案
内
）

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
3
月
10
日
㈫
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
9
時
～
午
後
9
時
）
へ
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は

無
料
で
す
。

漢
字
の
達
人
教
室

　

日
時
／
3
月
7
日
㈯��

午
前
9
時
30
分
～

10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
～

6
年
生　

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、文

字
を
丁
寧
に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す　

定
員

／
20
人　

童
謡
を
楽
し
む
会

　

日
時
／
3
月
11
日
㈬
・
25
日
㈬　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人

小
学
生
工
作
教
室

　

日
時
／
3
月
14
日
㈯　

①
午
前
9
時
～
正

午
②
午
後
２
時
～
５
時　

15
日
㈰　

③
午
前�

9
時
～
正
午　

④
午
後
2
時
～
5
時　

※
①

～
④
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い　

対
象
／
町
内

在
住
の
小
学
生　

内
容
／
木
の
プ
ラ
ン
タ
ー

を
作
り
、花
を
植
え
ま
す　

定
員
／
各
8
人�

費
用
／
２
０
０
円

週
末
の
星
空
観
察
会

　

日
時
／
3
月
14
日
㈯��

午
後
7
時
～
8
時
（
受
付

は
7
時
30
分
ま
で
）。
雨

天
・
曇
天
の
場
合
は
中
止�

内
容
／
金
星
・
木
星
・
冬
の
星
座
を
観
察�

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
。
※
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
。

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

　

日
時
／
3
月
18
日
㈬　

午
後
1
時
30
分
～

3
時
10
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
「
荒
野
の

ガ
ン
マ
ン
」　

定
員
／
25
人
。
申
込
不
要

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
時
／
3
月
19
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
脳
の
若
返
り
を　

定
員
／
30
人
。
申
込

不
要第

12
回
サ
イ
エ
ン
ス
ク
イ
ズ
大
会

　

日
時
／
3
月
21
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午　

対

象
／
町
内
在
住
の
小
学

生
以
上
の
人
（
小
学
1

～
3
年
生
は
保
護
者
同
伴
）�

内
容
／
実
験
結

果
を
三
択
で
予
想
す
る
楽
し
い
ク
イ
ズ
大
会

定
員
／
15
組

ゆ
う
ホ
ー
ル
春
の
映
画
大
会

　

日
時
／
3
月
22
日
㈰　

①
午
前
10
時
30
分

～
11
時
20
分　

②
午
後
1
時
～
1
時
50
分�

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、在
学
の
人
。

幼
児
は
保
護
者
同
伴　

内
容
／
映
画
「
そ
れ

い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン�

り
ん
ご
ぼ
う
や
と�

み
ん
な
の
願
い
」　

定
員
／
各
２
０
０
人�

費
用
／
満
3
歳
以
上
１
人
３
０
０
円　

※
チ�

ケ
ッ
ト
は
ゆ
う�

ホ
ー
ル
、中
央

公
民
館
、総
合�

体
育
館
で
3
月�

1
日
㈰
か
ら
発�

売

町
の
施
設

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル

　

申
込
は
３
月
３
日
㈫�

午
前
９
時
か
ら

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日

税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアで納付できます。※バーコード印字がない納付書は使用できません。
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nformation

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

　

日
時
／
3
月
28
日
㈯�

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30

分　

対
象
／
町
内
在
住
の

小
・
中
学
生
と
保
護
者�

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す�

定
員
／
20
人

お
出
か
け
星
の
観
察
会

　

日
時
／
3
月
28
日
㈯　

午
後
2
時
～
9
時�

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
（
小
学�

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

内
容
／
京
都
産�

業
大
学
神
山
天
文
台
へ
行
き
、天
文
学
講
座
・

観
望
会
に
参
加
。町
バ
ス
利
用　

定
員
／
30
人

博
物
館
見
学
会

　

日
時
／
3
月
29
日
㈰　

午
前
9
時
～
午
後

5
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
3
～
6
年�

生　

内
容
／
神
戸
市
立
青
少
年
科
学
館
へ
行�

き
ま
す
。
町
バ
ス
利
用　

定
員
／
30
人　

費

用
／
６
０
０
円

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日

　

日
時
／
3
月
8
日
㈰
、

22
日
㈰　

午
前
10
時
～
10�

時
40
分　

3
月
16
日
㈪
・

19
日
㈭　

午
後
7
時
～
7�

時
40
分　

※
い
ず
れ
か
一
日
選
ん
で
く
だ
さ�

い　

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除�

く
）　

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機�

器
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
び
、機
器
を
利
用

す
る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し�

ま
す　

定
員
／
各
先
着
15
人　

費
用
／
５
０�

０
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け
の
場
合

は
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料
の
み
必

要
）
そ
の
他
／
顔
写
真
（
2.5
㎝
×
２
㎝
）
１

枚
必
要

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

日
時
／
3
月
14
日
㈯　

午
前
9
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、在
学
の
人

種
目
／
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、卓
球
、輪
投
げ
な
ど　

内
容

／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
。
申
込

不
要大

人
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
パ
ン
作
り
）

　

日
時
／
3
月
17
日
㈫�

午
前
9
時
30
分
～
午
後
1

時　

対
象
／
町
内
在
住
ま

た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の

人　

内
容
／
パ
ン
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
パ
ン
作
り
を
体
験　

講
師
／
嶋
田
比
佐

子
さ
ん
、藤
井
志
磨
子
さ
ん　

定
員
／
先
着

10
人　

費
用
／
５
０
０
円　

持
ち
物
／
エ
プ

ロ
ン
、三
角
巾
、タ
オ
ル
2
枚
、
筆
記
用
具

子
ど
も
国
際
交
流
教
室

　

日
時
／
3
月
21
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
～

11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
学

の
小
学
生
（
３
年
生
以
上
）・
中
学
生　

内

容
／
料
理
・
会
話
な
ど
を
通
じ
て
国
際
交
流

を
図
り
ま
す　

講
師
／
町
Ａ
Ｌ
Ｔ�

ア
マ
ン

ダ
・
グ
リ
ー
ン
さ
ん　

定
員
／
先
着
10
人�

費
用
／
５
０
０
円　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、ふ
き
ん
、タ
オ
ル
、筆
記
用
具

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

出
演
者
募
集

　

福
祉
ま
つ
り
と
共
催
す
る｢

音
楽
フ
ェ
ス�

テ
ィ
バ
ル｣

の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

日
時
／
5
月
17
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後

3
時　

場
所
／
中
央
公
民
館
玄
関
前
（
屋

外
）　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、在

学
の
人　

※
カ
ラ
オ
ケ
を
除
き
ま
す　

定
員

／
先
着
8
団
体　

申
込
・
問
合
せ
／
3
月
16

日
㈪
ま
で
に
中
央
公
民
館

へ
。
新
規
出
演
希
望
者
は
、

デ
モ
テ
ー
プ
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

地
域
で
あ
そ
ぼ
う
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

　

今
月
は
ク
ロ
ス
ピ
ア
で
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
3
月
6
日
㈮
、20
日
㈮　

午
前
9

時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア

く
み
や
ま

日
曜
開
館

　

日
時
／
3
月
8
日
㈰　

午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
（
プ
レ
イ
ル
ー
ム
使
用
は
午
前
9

時
～
午
後
4
時
）

高
齢
者
と
の
「
ほ
の
ぼ
の
交
流
会
」

　

町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
女
性
部
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
楽
し
く
あ
そ
び
ま
し

ょ
う
。

　

日
時
／
3
月
12
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

親
子
ひ
ろ
ば

　

日
時
／
3
月
13
日
㈮�

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30

分　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室�

※
今
回
は
1
回
だ
け
の
開
催
で
す
。

３
月
の
誕
生
会

　

毎
月
、そ
の
月
に
生
ま
れ
た
友
達
の
誕
生

会
を
開
い
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
の
3
月
生

ま
れ
の
友
達
は
、17
日
㈫
ま
で
に
来
館
の
う

え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
写
真
入
り
の
誕

生
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

日
時
／
3
月
19
日
㈭�

午
前
11
時
20
分
か
ら　
　

総
合
体
育
館

　

申
込
は
３
月
２
日
㈪�

午
前
９
時
か
ら

【
休
館
日
】毎
週
水
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

中
央
公
民
館

　

申
込
は
３
月
２
日
㈪　

午
前
９
時
か
ら
。

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

【
休
館
日
】�

毎
週
日
曜
日
（
第
２
日
曜
日

　
　
　
　

��
を
除
く
）、
月
曜
日
・
祝
日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
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1歳8か月児健診（2月13日）で
見つけたかわいい笑顔です。

く
み
や
ま
い
き
い
き
教
室

　

い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
「
く
み
や
ま
い
き
い
き
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

初
心
者
で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ

を
中
心
と
し
た
教
室
か
ら
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ボ
ー

ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
全
14
種
類
の
教
室
を
開
催
。

目
的
に
合
わ
せ
て
、
様
々
な
教
室
か
ら
選
ん
で
い
た

だ
け
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
、
体
力
づ
く
り
や
健
康
づ

く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
時
／
3
月
31
日
㈫
～
6
月
21
日
㈰　

※
毎
日

3
～
5
教
室
を
開
催　

対
象
／
町
内
在
住
40
歳
以

持
ち
物
／
接
種
券（
紛
失
等
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

再
発
行
の
手
続
き
が
必
要
）　

免
除
制
度
／
生
活
保

護
世
帯
・
町
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
の
人
は
、
費
用

が
免
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に
長
寿
健
康
課
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い　

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課

上
で
継
続
し
て
参
加
で
き
る
人　

定
員
／
各
教
室

10
人（
定
員
を
超
え
る
教
室
は
抽
選
）　

費
用
／
満
60

歳
以
上
は
1
回
1
0
0
円　

満
60
歳
未
満
は
1
回

2
0
0
円　

申
込
・
問
合
せ
／
3
月
3
日
㈫
か
ら
同

ホ
ー
ル
へ

☆
く
み
や
ま
い
き
い
き
教
室
紹
介

◆
腰
痛
改
善
体
操

　

マ
ッ
ト
の
上
で
、
骨
盤
周
り
や

腰
・
背
中
の
柔
軟
性
を
高
め
る
ス
ト
レ
ッ
チ
、
お
な

か
や
背
中
の
筋
力
を
整
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

教
室
で
す
。
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
行
い
ま
す
。
す
で
に

腰
痛
の
あ
る
人
で
も
無
理
な
く
参
加
で
き
ま
す
。

3
月
31
日
ま
で

■対象
年度末年齢 生年月日
65歳 昭和24年4月2日生～昭和25年4月1日生
70歳 昭和19年4月2日生～昭和20年4月1日生
75歳 昭和14年4月2日生～昭和15年4月1日生
80歳 昭和9年4月2日生～昭和10年4月1日生
85歳 昭和4年4月2日生～昭和5年4月1日生
90歳 大正13年4月2日生～大正14年4月1日生
95歳 大正8年4月2日生～大正9年4月1日生
100歳 大正3年4月2日生～大正4年4月1日生
101歳以上 大正3年4月1日以前生まれ
※　今年度に限り101歳以上の人も対象です。

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

ま
だ
の
人
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

　

現
在
、
高
齢
者
の
肺
炎
で
最

も
多
い
「
肺
炎
球
菌
」
に
よ
る

肺
炎
の
発
病
予
防
や
、
重
症
化

予
防
の
た
め
の
予
防
接
種
を
、

ご
希
望
の
人
に
定
期
接
種
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
の
人
に
は
「
接
種
券
」
を
郵
送
し
て
い
ま
す

が
、
接
種
希
望
者
で
ま
だ
の
人
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

　

対
象
／
①
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
下
表
の
生
年
月
日
の
人　

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
人
で
、
心
臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま

た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

に
障
害
を
有
す
る
人（
役
場
へ
接
種
券
の
申
込
が
必

要
）　

※
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン（
23
価
）
の
接

種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
は
対
象
外　

期
間
／
3

月
31
日
㈫
ま
で　

接
種
場
所
／
久
御
山
町
・
宇
治
市

・
城
陽
市
・
京
都
市
伏
見
区
の
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
。
※
そ
の
他
の
医
療
機
関

で
接
種
希
望
の
場
合
は
長
寿
健
康
課
へ
事
前
申
請
が

必
要  

接
種
回
数
／
１
回　

費
用
／
2
，
5
0
0
円   

保健予防のコーナー

3月の母子保健・成人健診
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

10か月児健診 16日㈪ 午後1時20分
～1時50分 平成26年4月生まれ 医師による健康診査、離乳・

保育・栄養などの指導

3～4か月児健診 17日㈫ 午後1時20分
～1時40分 平成26年11月生まれ 医師による健康診査、離乳・保育・

栄養などの指導、ブックスタート

2歳6か月児
歯科健診 18日㈬

午後1時5分
～1時15分

午後2時
～2時10分

平成24年7･8月生まれ
歯科医師による健康診査、予
防指導、身体的・精神的な発
達指導

パパ＆ママ教室
（第２回） 18日㈬ 午後1時　　

～1時15分 妊婦と家族 歯科健診、歯と栄養の話、交
流会

成人歯科健診 18日㈬ 午後1時
～1時30分 40歳以上の人・妊婦 歯科医師による健康診査、歯

科衛生士による歯みがき指導

1歳8か月児健診 20日㈮ 午後1時20分
～1時40分 平成25年6月生まれ 医師、歯科医師による健康診

査、身体的・精神的な発達指導

乳幼児相談　※ 26日㈭ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談

3歳児健診 27日㈮ 午後1時20分
～2時 平成23年8月生まれ 医師、歯科医師による健康診

査、身体的・精神的な発達指導

パパ＆ママ教室
（第３回） 28日㈯ 午後1時　　

～1時15分 妊婦と家族 助産師によるお産の話、沐浴
実習、交流会

会場は、保健センター（※は、あいあいホール）です。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの
人は、必ずご持参ください。 問合せ／長寿健康課
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た
ば
こ
の
害

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
4
，

0
0
0
種
類
の
化
学
物
質

が
含
ま
れ
て
お
り
、そ
の
う

ち
2
0
0
種
類
以
上
が
有

害
物
質
、60
種
類
以
上
が
発

が
ん
性
物
質
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
や
め
た
い
な
」と
思
っ
た
ら
、そ
の
時
が

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
自
分
に
合
っ
た
方
法
を
見

つ
け
、無
理
な
く
禁
煙
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
禁
煙
の
効
果
と
メ
リ
ッ
ト

　

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
状
態
が
20
分
間
続

く
と
血
圧
と
脈
拍
数
が
下
が
り
、手
足
の
温

度
が
上
が
り
ま
す
。
8
時
間
後
に
は
血
中
の

一
酸
化
炭
素
濃
度
が
下
が
り
、酸
素
濃
度
が

上
が
っ
て
き
ま
す
。
3
か
月
間
禁
煙
す
る
と

心
臓
や
血
管
な
ど
の
循
環
器
の
機
能
が
改

善
し
、1
年
後
に
は
肺
の
機
能
の
改
善
が
み

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、「
呼
吸
が
楽
に

な
っ
た
」、「
お
い
し
さ
を
よ
り
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
」、「
肌
の
調
子
が
良
く

な
っ
た
」な
ど
の
効
果
を
実
感
で

き
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

■
受
動
喫
煙
の
害

　

受
動
喫
煙
と
は
、た
ば
こ
を
吸

わ
な
い
人
が
、た
ば
こ
の
煙
の
混

じ
っ
た
空
気
を
吸
っ
て
し
ま
う
こ

と
を
い
い
ま
す
。
た
ば
こ
の
先
か

ら
立
ち
上
が
る
煙（
副
流
煙
）に

は
、た
ば
こ
を
吸
う
人
が
直
接
吸

い
込
む
煙（
主
流
煙
）よ
り
も
ず
っ

と
多
量
の
有
害
物

質
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

▼
子
ど
も
の
受
動
喫
煙
の
影
響

　

子
ど
も
が
受
動
喫
煙
す
る
と
、乳
幼
児
突

然
死
症
候
群
を
起
こ
す
確
率
が
高
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、肺
炎
や
気
管
支
炎
、気
管
支
ぜ
ん

そ
く
、中
耳
炎
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
も
高
く

な
り
ま
す
。

　

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果（
左
グ
ラ
フ
）を

み
る
と
、子
ど
も
へ
の
受
動
喫
煙
の
害
に
つ

い
て「
ぜ
ん
そ
く
」や「
肺
炎
」は
影
響
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
が
多
い
で
す
が
、「
中

耳
炎
」や「
突
然
死
」へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
ど
も
を
受

動
喫
煙
の
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
用
の
換
気
扇
で
は
有
害
物
質
は
取
り

除
け
ま
せ
ん
。
正
し
い
分
煙
を
心
が
け
、子

ど
も
が
い
る
場
所
で
の
喫
煙
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

健康くみやま21健康くみやま21
シリーズ

NO.104

資料：町民アンケート調査（平成25年）

資料：町民アンケート（平成25年）、厚生労働省
「国民健康・栄養調査」(平成21年）

110番消費生活消費生活 vol.196

パソコンでインターネットを利
用する場合、プロバイダとの契約
は必須となり、各家庭の利用環境
に合ったプロバイダを選んでいる
と思います。利用料金は毎月支払
うため、「とにかく安い所がいい」
と思う人も多いでしょう。そう
いった「料金の安さ」につけ込むよ
うなプロバイダ変更勧誘のトラブ
ルが増えているようです。

どういったトラブルがあるの
か、事例を紹介します。

トラブルの事例1　「今契約し
ているプロバイダより必ず安くな
るから乗り換えませんか」と、電話
で勧誘され、承諾。その後、業者の
電話指示に従い、パソコンでプロ
バイダのホームページ画面を開く
と、遠隔操作でプロバイダの変更
が行われた。変更後、これまで契
約していたプロバイダ料金を確認
すると、新しい契約先の方が高額

になることが分かった。解約を申し
出たが「きちんと説明している。解
約には違約金が必要となる」と言わ
れた。

トラブルの事例2　大手電話会社
からの電話だと思い、プロバイダ契
約の内容変更を了解したが、実際に
は、大手電話会社から委託を受けて
いる別の業者だった。

トラブルの事例3　電話勧誘時に
書面の交付を求めたが、拒否された。
契約後に書面が届いたが、勧誘時の
説明と契約内容が違った。
★アドバイス
▽ 自分のパソコンを勧誘業者に遠隔

操作させて契約しないこと。
▽ 契約前に書面の交付を求め、契約

内容をしっかり確認しましょう。
▽ 新たなサービス内容、従前のプロ

バイダ契約の解約によるデメリッ
トなどを理解し、新たな契約の必
要がなければ、きっぱり断りま

しょう。
最近は、遠隔操作での変更勧誘

が多く、「簡単に済むなら」と安易
な考えで変更してしまい、契約後
に「話しが違う」と、トラブルにな
るケースが多く見られます。パソ
コンの遠隔操作は簡単にできてし
まいますが、セキュリティの面か
らも安易に操作させないようにし
ましょう。また、プロバイダなど
電気通信契約は、法律上のクーリ
ング・オフ制度はありませんので
注意が必要です。

万が一、トラブルに巻き込まれ
たら、一人で悩まず京都府消費
生活安全センター☎075（671）
0004または、京都府山城広域振
興局商工観光室☎
0774（21）2103
もしくは役場産業
課へご相談くださ
い。

プロバイダ変更勧誘トラブル

■�次の病気について、他人のたばこ
の煙による影響があると思うか
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地
区
名
　  

夫
の
氏
名
・
妻
の
氏
名

島
　
田	

野
﨑
　
祐
矢
・
野
﨑
麻
里
依

佐
　
山	

重
政
健
一
郎
・
重
政
　
美
香

　
林
　	

藤
井
　
貴
大
・
藤
井
ま
ど
か す

ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

生
誕
お

平成27年1月15日から2月14日までの受付分（敬称略）

ご
結
婚

地
区
名 

出
生
児 

父
・
母

佐
　
古	

池
田
　
啓け
い
し
ゅ
う柊	

貴
雄
・
亜
矢

	

〃	

松
村
　
玲れ
い
な奈	

泰
之
・
和
恵

	

林	

尾
田
莉り

あ

な
愛
那	

直
毅
・
愛
乃

	

〃	

東
　
　
結ゆ
う
き城	

陽
治
・
さ
く
ら

	

田
　
井	

伊
澤
　
優ゆ
う
と翔	

彰
浩
・
祐
佳

	

〃	

西
　
　
凛り
ん
か華	

哲
範
・
絵
美

下
津
屋	

佐
藤
　
詩ら

ら々	

雅
基
・
潤

	

栄	

松
井
菜な

な

お
々
緒	

哲
也
・
菜
美
子

2月19日、東日本大震災の支援サークル「絆」の皆さん
は、町特産の淀大根を味わっていただこうと、被災した宮城
県の仮設住宅などに向けて発送しました。
東一口の野菜集出荷所で、淀大根出荷組合提供の110本
と、組合員提供の20本の合計130本が、手際よくトラック
の荷台に積み込まれました。
「絆」の井上孝司代表は「震災から4年しか経っていな
い。忘れない、忘れさせないために続けたい」と話されてい
ました。

2月12日、青森県りんご対策協議会から町内の保育所と
幼稚園に真っ赤なりんごが届きました。毎年行われている
プレゼントで、今年で12回目です。
「ミスりんごあおもり」の斉藤一乃さんらが佐山幼稚園
を訪れ、りんごを紹介する紙芝居を上演したあと、「りんご
は皮のままかぶりついて食べるのが一番おいしい。お母さ
んにも教えてあげてください」とりんごの食べ方をPRし
ていました。

食生活の改善を通じて健康づくり活動をしている町食生
活改善推進員協議会「久味の会」では、2月2日、保健センタ
ーで「TUNAGU（つなぐ）パートナーシップ事業リーダー
講習会」を開催しました。
この事業は、隣や向かいなど地域がつながりあって減塩食

や、野菜を使った食事など正しい食習慣を伝え、広め、健康寿
命を延ばそうというもの。この日は、会員のほか、初めて参加
した人など20人が、減塩食や野菜をワンプレートプラスす
るメニューの実習など正しい食習慣などを学びました。

TUNAGUパートナーシップ事業健康寿命を延ばそう

町特産の淀大根を東北に

青森から真っ赤なりんご

▲野菜ワンプレートメニューの調理実習をする参加者

▲出荷作業に集まった「絆」の会員たち

▶�「
ミ
ス
り
ん
ご
あ
お
も
り
」か
ら
り
ん
ご
を

受
け
取
る
園
児
た
ち

支援サークル「絆」

幼稚園・保育所
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わがやの

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。

2月3日は節分。玉田神社の節分祭では、御牧幼稚園の年
長児28人が豆まきをしました。
境内で野口重典宮司から「鬼が出てきても怖がらずに大
きな声で追い払ってください」と、お話を聞いた後、一人ず
つ豆の入った升を渡してもらって、鬼退治へ。
本殿前に現れた赤鬼に、中には泣き出す園児もいました
が、元気いっぱい「鬼はー外」と豆をまき、みんなの力で鬼
を追い払いました。

お父さんやお母さんの子育てを応援しようと、節分の2
月3日、民生児童委員協議会主催の「あそびの広場」があい
あいホールで開催され、親子連れなど30組69人が豆まき
など季節の行事を楽しみました。
始めに、親子一緒に画用紙やのりを使って鬼の面作りに
挑戦。個性的な作品が出来上がりました。その後、民生児童
委員ふんする鬼が登場。泣き出す子どももいましたが、鬼に
向かって元気に豆をまいていました。

東角小学校のクラブ活動「ふるさとクラブ」(4年生～6
年生22人)では、2月17日、同校和室で「宇治茶ふれあい教
室」として茶

ちゃ

香
か ぶ き

服に挑戦しました。
茶香服は、名を伏せたお茶を飲んでその種類を当てる競
技。この日は、日本茶インストラクターから宇治茶について
説明を受けた後、「玉露」「碾

てんちゃ

茶」「煎茶」など5種類のお茶
を飲み比べ、香りや味を楽しみながら、お茶の種類を当てて
いました。
この後、箕

み

や篩
ふるい

を使った仕上げ加工の実演や碾茶を石臼
で挽いて抹茶を作る体験もしました。

東角小学校

あそびの広場

クラブ活動で茶香服体験

鬼の面作りや豆まき

赤鬼めがけて「鬼はー外」

▲園児たちが赤鬼目掛けて「鬼はー外」

▲お茶を飲み比べるふるさとクラブの児童たち

▶
鬼
に
向
か
っ
て
豆
を
ま
く
子
ど
も
た
ち

玉田神社

志
岐
　
優ゆ
う
せ
い成

ち
ゃ
ん

井
上
　
陽ひ
ま
り葵

ち
ゃ
ん

毎
日　

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
！

カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
必
ず
こ
の
ポ
ー
ズ

を
し
て
く
れ
ま
す
！

お
手
伝
い
と
食
べ
る
事
が
大
好
き
♡

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
ニ
コ
ニ
コ

で
過
ご
そ
う
ね
♡

（
2
歳
5
か
月
）

（
1
歳
8
か
月
）

青木　柊
しゅう

ちゃん（1歳 2 か月）

笑顔いっぱいに育ってくれてあ
りがとう♡これからもたくさん
笑って大きくなぁれ !!
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し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日( 翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はその翌日）に、城
南衛生管理組合☎ 075-(631)-5171へ連絡してください。

3月  5日（木）
3月26日（木） 

藤和田、島田、東島田、東ー口（国
道 1号以東）、森（国道 1号以東）、
森村東（国道1号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

3月  6日（金）
3月27日（金）

大橋辺、北川顔、坊之池、森（国道
1号以西）、森村東（国道1号以西）、
西ー口、中島、相島、東一口（国道
１号以西）

剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
物
の
無
料
配
布

庭
や
畑
の
雑
草
除
け
や

堆
肥
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

■
ご
家
庭
向
け

　

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に

向
け
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
構
築
の
一
環
と
し
て
、

公
園
な
ど
の
樹
木
や
街
路
樹
、
家
庭
の
庭
木
な
ど
の
剪

定
枝
を
チ
ッ
プ
化
し
た
も
の
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

チ
ッ
プ
は
、
ご
家
庭
の
庭
や
畑
な
ど
の
雑
草
抑
制
の

ほ
か
水
分
保
持
な
ど
に
効
果
の
あ
る
マ
ル
チ
ン
グ（
根

覆
い
）
材
や
堆
肥
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

期
間
／
3
月
5
日
㈭
～
11
日
㈬　

土
・
日
曜
日
を
含

む　

午
前
9
時
～
午
後
4
時（
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
）　

対
象
／
城
南
衛
生
管
理
組
合
管
内（
宇
治
市
・
城

陽
市
・
八
幡
市
・
久
御
山
町
・
宇
治
田
原
町
・
井
手

町
）
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

配
布
場
所
／
▼
奥
山

リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
城
陽
市
寺
田
奥
山
1
-61
）
☎

引
っ
越
し
な
ど
で
出
た
多
量
の
ご
み
は
？

　

引
っ
越
し
な
ど
で
多
量
に

出
た
ご
み
を
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
す
と
、
近
所
の

迷
惑
に
な
っ
た
り
、
町
の
収

集
体
制
に
影
響
が
出
ま
す
。

　

多
量
に
出
た
ご
み
や
大
型

ご
み
は
、
戸
別
に
収
集
し
ま

す
の
で
、
事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
収
集

日
は
、
木
曜
日
に
限
り
ま
す
。

　

収
集
に
当
た
っ
て
は
、
収
集
車
が
入
れ
る
所
ま
で
ご

み
を
出
し
、
作
業
に
立
ち
会
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

ご
み
の
量
に
応
じ
て
処
理
料
金
を
徴
収
し
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、

衣
類
乾
燥
機
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
と
な
っ
て

0
7
7
4（
5
3)

3
5
8
1
▼
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
沢（
八

幡
市
八
幡
沢
1
）
☎
0
7
5（
6
3
1
）0
8
3
5
▼

折
居
清
掃
工
場（
宇
治
市
宇
治
折
居
18
）
☎
0
7
7
4

（
2
0)

4
7
9
9　

お
願
い
／
お
持
ち
帰
り
用
の
袋

や
容
器
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

第
三
者
へ
の
販
売
目
的
で
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
農
家
等
大
口
利
用
者
向
け

　

期
間
／
3
月
16
日
㈪
～
27
日
㈮　

土
・
日
曜
日
を
除

く
。
午
前
9
時
～
午
後
4
時（
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
）　

対
象
／
前
記
「
ご
家
庭
向
け
」
と
同
じ　

配
布

場
所
／
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
城
陽
市
寺
田
奥
山

1
-61
）
☎
0
7
7
4（
5
3)

3
5
8
1　

お
願
い
／

配
達
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
引
き
取
り
は
、
軽
～
４
㌧
車

ま
で
の
ダ
ン
プ
ま
た
は
ト
ラ
ッ
ク
と
し
、
荷
台
を
コ
ン

パ
ネ
等
で
か
さ
上
げ
し
て
必
ず
シ
ー
ト
を
掛
け
て
運
搬

中
の
飛
散
を
防
止
し
て
く
だ
さ
い
。
第
三
者
へ
の
販
売

目
的
で
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

庁
舎
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

前
年
同
期
比
６
・
９
％
減
少

　

町
で
は
、
久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
プ
ラ
ン
第
3
期
計

画（
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
＝
平
成
24
年
～
28

年
度
ま
で
の
5
年
計
画
）
に
基
づ
き
、
役
場
庁
舎
な

ど
の
町
関
連
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
な

ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
上
半
期（
４
月
～
9
月
）
の
二
酸
化

炭
素
な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出
量
は
7
8
8
・

3
㌧
で
、
前
年
度
同
期
と
比
べ
て
58
・
7
㌧
（
6
・

93
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
の
99
・
75
％
が
二
酸
化

炭
素
で
、
燃
料
別
で
は
電
気
、
都
市
ガ
ス
、
液
化
石

油
ガ
ス（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
）、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
中
で
も
、
二
酸
化
炭
素
発
生
源
の
71
％
を
占

め
る
電
気
の
排
出
量
で
２
・
58
％
減
少
し
た
の
が
、

全
体
を
押
し
下
げ
る
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
は
、
空
調
機
器
の
目
標

温
度
設
定（
冷
房
28
℃
以
上
、
暖
房
19
℃
以
下
）
や
、

こ
ま
め
な
消
灯
な
ど
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
ち
ょ

っ
と
し
た
工
夫
や
努
力
で
効
果
が
表
れ
ま
す
。

　

ご
家
庭
や
事
業
所
で
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

い
ま
す
の
で
、
事
前
に
所
定
の
手
続
き
と
費
用
が
必
要

で
す
。

　

引
っ
越
し
で
出
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古
紙
、
古
布（
古

着
）
は
、
地
域
の
集
団
回
収
等
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

空
気
銃
に
よ
る
鳥
獣
の
捕
獲

　

町
で
は
農
作
物
へ
の
被
害
防
止
の
た
め
、
宇
治
猟
友

会
に
委
託
を
し
て
、
空
気
銃
に
よ
る
鳥
獣
の
捕
獲
を
行

い
ま
す
。
安
全
面
に
は
十
分
注
意
し
て
行
い
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
時
／
3
月
1
日
～
31
日　

午
前
6
時
頃
～
正
午　

場
所
／
佐
山
地
区（
木
津
川
堤
防
沿
い
）　

問
合
せ
／
産

業
課

平
成

平成26年度役場など町関連施設の
温室効果ガス排出量の推移



くみやままちの総合情報誌  広報 平成27年3月1日23

環境保全のコーナー 3月のごみ・し尿収集日

2月1日現在  久御山町の人口  16,402人（男8,175人、女8,227人）　世帯数 6,816

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎ 631-9991/45-3922

somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

長寿健康課 ☎ 631-9903/45-3904
choju@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

075（632）5933

税 務 課 ☎ 631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎ 631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5558

行財政課 ☎ 631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

国保医療課 ☎ 631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民福祉課 ☎ 631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

都市整備課 ☎ 631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産 業 課 ☎ 631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

議会事務局 ☎ 631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

075（631）6129

学校教育課 ☎ 631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎ 631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

上下水道課 ☎ 631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

会 計 課 ☎ 631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎ 631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

図 書 館 ☎ 0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

健康センター いきいきホール

ふれあい交流館 ゆうホール

子育て支援センター あいあいホール

体育協会（総合体育館内）

総合体育館

老人福祉センター 荒見苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075（632）2300　　075（632）2001

☎ 0774（41）3466　　0774（44）1199

☎ 0774（44）2205　　0774（44）2203

☎ 0774（45）0002　　0774（46）5610

☎ 0774（41）2263　　0774（41）2283

☎ 0774（44）3700　　0774（44）2203

☎ 0774（44）3405　　0774（44）7801

☎ 075（631）0022　　075（632）3001

☎ 075（631）1000　　075（632）0031
☎・　 075（631）2475
☎・　 0774（43）2970
☎・　 0774（43）4906
☎・　 075（631）4531
☎・　 0774（43）8644
☎・　 0774（44）4966

燃やすごみ
月・木 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、

下津屋サンハイツ、島田、東島田、森、坊之池、野村、村東

火・金
松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、栄1・2丁目、栄 3・4丁目、ハ
イツ西宇治、清水、林、西武西林、ミサワ林、大橋辺、北川顔、藤和田、
近協パレス、中島、西一口、東一口、相島、下津屋団地、東佐山団地、久
御山団地（17棟～29 棟前のごみ集積所）

水・金 久御山団地（3 棟～ 5 棟、7 棟、10 棟～14 棟、34 棟～ 41棟、43 棟～
44 棟前のごみ集積所）

燃やさないごみ
月 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、

中島、西一口、東一口、相島
火 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

金 田井、荒見、下津屋、下津屋サンハイツ、下津屋団地、島田、東島田、坊之池、
森、野村、村東

プラマーク製品
月 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

火 島田、東島田、坊之池、森、野村、村東、田井、荒見、下津屋、下津屋団地、
下津屋サンハイツ

水 東佐山団地、久御山団地

木 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、
中島、西一口、東一口、相島

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

リサイクルごみ

ペットボトル
紙パック

 4日（第1水曜日）
18日（第 3 水曜日）

缶
びん

11日（第 2 水曜日）
25日（第 4水曜日）

＊�ペットボトルのキャップとラベルははず
して「プラマーク製品」として出してく
ださい。

使用済み天ぷら油

11日
（第 2 水曜日）

※�指定の場所に、油のはいっていた容
器等に入れて出してください。
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ヘルシークッキング

この広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用していますこの広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用しています

エネルギー　294キロカロリー／１人分
塩分　　　　0.7 グラム

　チーズのカルシウムをビタミンＤの多いい
わしと一緒にすることで、カルシウムの吸収
率をアップさせます。

久御山町食生活改善
推進員協議会「久味の会」

vol.194 いわしのみそチーズ春巻き

作り方

①

②

③

いわしは 3枚におろし横
半分に切る。
チーズは４枚に切り、さら
に縦半分にし、いわしの大
きさにあわせる。
長ねぎは小口切りにし、お
ろし生姜、みそと混ぜ、ね
ぎみそを作る。

春巻きの皮に大葉、いわし、
「②」のチーズ、「③」のね
ぎみそ、いわしの順に重ね
て巻き、小麦粉と水を混ぜ
たのりでふちを止める。
170℃～ 180℃の油でき
つね色になるまで 3～ 4
分揚げる。

④

⑤

●材料（４人分）
いわし
プロセスチーズ
長ねぎ
おろし生姜
みそ

春巻きの皮
大葉
薄力粉
水
揚げ油

４尾
60ｇ
1/2本
２かけ分
小さじ1

８枚
８枚

大さじ1/2
大さじ１
適量

平
成
27
年
3
月
1日
号

☎
075（

631）6111　
0774（

45）0001　
FAX 075（

632）1899　
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久
御
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3月15日の「25周年記念演奏会」に向けレッスンする
久御山ハーモニーの皆さん

　

今
年
、結
成
25

周
年
を
迎
え
た

「
久
御
山
ハ
ー
モ

ニ
ー
」。
3
月
15

日
に
開
催
す
る「
記
念
演
奏
会
」(
午
後
2
時
～
ゆ

う
ホ
ー
ル)

に
向
け
て
、レ
ッ
ス
ン
に
一
段
と
熱
が

入
り
ま
す
。

　

昭
和
63
年
の
「
京
都
国
体
」
で
式
典
合
唱
団
と

し
て
結
成
さ
れ
、国
体
が
終
わ
っ
た
後
、「
こ
の
ま

ま
解
散
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
、そ
の
ま

ま
引
き
継
ぐ
形
で
、平
成
元
年
に
公
民
館
サ
ー
ク

ル
と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
現
在
22
人
。レ
ッ
ス
ン
は
毎
週
木

曜
日
の
2
時
間
。専
門
の
指
導
者
と
ピ
ア
ニ
ス
ト

に
来
て
い
た
だ
き
、各
パ
ー
ト
の
音
を
確
認
し
な

が
ら
歌
い
こ
ん
で
い
ま
す
。

　

発
表
の
場
は
、町
民
文
化
祭
や
、町
音
楽
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、や
ま
し
ろ
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
。息
の
合
っ
た
の
び
や
か
な
歌
声
を
響
か
せ
、

「
舞
台
は
華
や
か
に
」と
、ブ
ル
ー
や
ピ
ン
ク
の
ド

レ
ス
な
ど
曲
目
に
合
わ
せ
て
衣
装
も
色
々
と
そ
ろ

え
て
、観
衆
を
魅
了
し
ま
す
。ま
た
、地
域
の
サ
ロ

ン
活
動
や
福
祉
施
設
、保
育
所
な
ど
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
出
演
も
多
く
、「
よ
か
っ
た
よ
。ま
た
来
て

く
だ
さ
い
」と
の
反
響
が〝
力
”に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、唱
歌
、童
謡
、洋
楽
、フ
ォ
ー

ク
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を
カ
バ
ー
。こ
の
間
歌 

っ
た
曲
数
は
２
０
０
を
超
え
て
い
ま
す
。「
自
分
た

ち
が
楽
し
く
歌
わ
な
け
れ
ば
聞
い
て
く
れ
る
人
に

感
動
が
伝
わ
ら
な
い
」と
、い
つ
も
明
る
く
楽
し
く

歌
う
こ
と
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
の
び

や
か
な
心
で
歌
う
こ
と
で「
声
が
よ
く
出
て
い
る
、

本
番
に
強
い
で
す
ね
」と
称
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
髙
月
裕
子
さ
ん
（
佐
山
）は
「
メ
ン
バ
ー

は
高
齢
化
し
て
い
る
け
ど
、シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。い
つ
も
若
々
し
く
歌
っ
て
い

ま
す
。25
周
年
の
次
は
30
周
年
、35
周
年
、声
が
出

る
限
り
歌
い
続
け
ま
す
」
と
、ま
す
ま
す
夢
が
膨

ら
ん
で
い
ま
す
。

楽
し
く
歌
う
こ
と
で
感
動
と
も
に

久御山ハーモニー

仲間たち
グループ・サークル登場 ⑦
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